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一

B良

　
【
要
約
】
　
平
沼
駿
一
郎
は
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
問
題
に
お
け
る
枢
密
院
の
敗
北
を
契
機
と
し
て
、
軍
部
と
の
提
携
に
よ
る
政
権
獲
得
に
乗
出
し
た
。
当
初
平

　
沼
は
対
外
的
に
は
陸
軍
皇
道
派
と
海
軍
艦
隊
派
の
強
硬
論
を
全
面
的
に
支
持
し
、
対
内
的
に
は
既
成
政
党
の
打
破
を
目
指
し
、
こ
れ
を
支
持
す
る
元
老
・

　
重
臣
勢
力
に
対
抗
し
て
い
た
。
満
洲
事
変
を
契
機
と
し
て
満
蒙
問
題
が
強
圧
的
な
手
段
に
よ
り
解
決
さ
れ
始
め
、
五
・
一
五
事
件
に
よ
っ
て
政
党
内
閣
が

　
崩
壊
す
る
と
、
陸
軍
皇
道
派
の
意
向
を
斎
藤
内
閣
が
全
般
的
に
受
け
容
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
平
沼
内
閣
運
動
は
一
聴
低
調
期
を
迎
え
た
。

　
し
か
し
一
九
三
三
年
に
入
る
と
、
軍
部
の
内
外
に
お
け
る
独
走
を
あ
る
程
度
抑
制
し
て
統
一
さ
れ
た
対
外
国
策
を
樹
立
し
、
ま
た
軍
部
の
支
持
を
得
て
圏

　
内
政
治
の
帰
趨
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
元
老
・
重
臣
勢
力
、
既
成
政
党
を
打
倒
す
べ
く
、
平
沼
の
政
権
獲
得
へ
の
動
き
は
俄
に
活
発
化
し
た
。
そ
し
て
三

　
三
年
秋
頃
か
ら
斎
藤
内
閣
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
陸
軍
皇
道
派
が
平
沼
内
閣
を
希
望
す
る
に
及
び
、
三
四
年
の
一
～
四
月
頃
に
お
い
て
平
沼
内
閣
運

　
動
が
最
も
有
力
化
す
る
。
そ
れ
は
元
老
・
重
臣
勢
力
に
政
権
を
要
求
す
る
平
沼
系
と
、
斎
藤
内
閣
を
見
限
り
親
軍
的
内
閣
を
期
待
す
る
軍
部
の
連
携
運
動

…
で
あ
ξ
錘
け
・
窒
　
　
　
　
　
　
　
　
森
七
養
一
号
葬
計
器
一

序
章
　
は
　
じ
　
め
　
に

一
九
三
〇
年
代
前
半
期
は
、
一
九
三
六
年
の
二
・
二
六
慕
件
以
後
、
臼
本
が
破
滅
へ
の
道
を
蕎
讃
し
て
い
く
歴
史
の
前
史
と
し
て
大
変
重
要

な
時
期
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
期
以
降
、
特
に
二
・
二
六
事
件
後
、
陸
軍
を
制
止
し
得
る
政
治
勢
力
が
全
く
皆
無
に
な
っ
た
こ
と
を
考

え
て
も
、
こ
の
時
期
の
政
治
状
況
が
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
敗
戦
ま
で
の
、
一
五
年
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
の
政
治
史
の
中
で
占
め
る
位
置
は

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
戦
後
の
政
治
史
研
究
で
は
、
専
ら
軍
の
中
竪
層
以
下
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
分
析
に
重
き
が
櫨
か

れ
、
政
治
過
程
や
致
治
蔵
造
の
実
証
的
・
体
系
的
な
把
握
は
等
閑
に
付
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
三
〇
年
代
の
政
治
史
研
究
が
本
格
化
し



平沼内閣運動と斎藤内閣期の政治（堀田）

た
の
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
も
定
説
が
確
立
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
前
半
期
政
治
史
の
現
在
の
研
究
状
況
と
し
て
は
、
細
部
は
別
と
し
て
大
き
く
分
け
て
次
の
二
潮
流
が
あ
る
と
い
え
る
。
第
一

に
は
、
こ
の
時
期
を
一
婦
三
八
年
の
近
衛
薪
党
間
題
に
収
轍
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

党
緯
圏
へ
の
復
帰
、
あ
る
い
は
軍
部
支
紀
の
回
避
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
近
衛
新
党
問
題
に
専
ら
視
点
を
据
え
て

い
る
た
め
に
、
三
〇
年
代
前
半
期
に
固
有
の
政
治
・
政
策
的
問
題
が
十
分
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、
故
に
そ
れ
を
め
ぐ
る
各
政
治
勢
力
の
動
向
の

分
析
が
不
十
分
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
こ
の
時
期
の
流
動
的
な
政
治
状
況
が
正
確
に
描
写
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
後
者
に

つ
い
て
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
体
制
」
の
存
続
、
軍
部
支
配
圓
避
の
可
能
性
を
過
度
に
追
求
す
る
あ
ま
り
、
既
成
政
党
の
動
き
を
過
大
評
価

す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
美
濃
部
達
吉
の
論
説
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
政
治
状
況
の
縁
を
そ
れ
に
合
致
す
る
史
料
で
追
認
す
る
な
ど
の
、

論
理
先
行
の
傾
向
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
本
稿
で
は
、
活
字
史
料
で
は
敷
党
系
の
地
方
新
聞
を
通
読
し
、
ま
た
一
次
史
料
で
は
、
従
来
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
に
加
え
て
、
こ

の
時
期
の
政
治
史
研
究
に
十
分
活
用
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
「
倉
富
勇
三
郎
自
記
扁
を
本
格
的
に
用
い
た
結
果
、
斎
藤
実
内
閣
期
を
中
心

と
す
る
三
〇
年
代
前
半
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
主
要
な
政
治
勢
力
で
あ
る
陸
軍
皇
道
派
に
対
立
す
べ
き
権
力
核
は
、
最
早
既
成
政
党
で
は
な
く

元
老
・
重
臣
勢
力
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
故
に
本
稿
で
は
、
臣
視
的
に
は
こ
の
二
勢
力
を
軸
と
し
て
斎
藤
内
閣
期
の
政
治
史
を
描
い
て
い
く
。

　
平
沼
駿
一
郎
は
司
法
官
僚
出
身
の
政
治
家
で
あ
り
、
一
九
一
一
〇
年
代
後
半
に
は
枢
密
院
副
議
長
と
し
て
政
党
内
閣
を
牽
制
し
、
ま
た
自
ら
右

翼
団
体
・
国
本
社
を
創
設
す
る
な
ど
、
反
政
党
政
治
、
フ
岬
、
シ
ズ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
属
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
平

沼
内
閣
運
動
は
、
三
〇
年
代
前
半
期
に
お
い
て
、
陸
軍
皇
道
派
を
中
心
と
す
る
諸
勢
力
を
支
持
老
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
故
に
、
斎
藤
内
閣
期

に
最
も
勢
力
を
誇
っ
た
陸
軍
皇
道
派
、
海
軍
艦
隊
派
な
ど
の
政
治
的
動
向
を
把
握
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
の
勢
力
が
支
持
し
、
そ
し
て
や
は
り
同

時
期
に
最
盛
期
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
運
動
を
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
従
来
こ
の
平
沼
内
閣
運
動
は
、
こ
れ
に
関
し
て
の
本
格
的
な
研

究
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
最
近
の
研
究
が
政
友
会
・
民
政
党
連
携
運
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
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つ
た
。
し
か
し
前
段
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
特
に
斎
藤
内
閣
期
に
お
け
る
政
民
連
携
運
動
の
従
来
の
評
価
は
過
大
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
平

沼
内
閣
運
動
を
よ
り
重
視
し
て
同
時
期
の
政
治
史
を
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。

　
一
方
の
元
老
・
重
臣
勢
力
に
お
い
て
も
、
内
外
の
現
状
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
政
治
勢
力
を
定
義
す
る
に
は
余

り
に
も
暖
昧
な
「
現
状
維
持
派
」
と
い
う
用
語
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
連
の
政
治
史
の
流
れ
の
中
で
そ
の
動
向
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
本
稿
の
主
な
目
的
は
、
主
と
し
て
斎
藤
内
閣
期
に
お
い
て
軍
部
の
支
持
を
得
て
い
た
平
沼
内
閣
運
動
の
動
向
や
、
そ
の
政
策
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

向
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
正
確
に
把
握
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
平
沼
駅
一
郎
の
政
治
的
位
置
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の

政
治
状
況
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
に
あ
る
。
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①
　
前
者
の
例
と
し
て
伊
藤
隆
「
『
挙
国
一
致
』
内
閣
期
の
政
界
再
編
成
問
題
」
ω
～

　
捌
（
『
社
会
科
学
研
究
陶
第
二
四
巻
第
一
号
、
一
九
七
二
年
、
第
二
五
巻
第
四
号
、

　
一
九
七
四
年
、
第
二
七
巻
第
二
号
、
一
九
七
五
年
）
。
後
者
の
例
と
し
て
は
坂
野

　
潤
治
「
政
党
政
治
の
崩
壊
」
（
坂
野
潤
治
・
宮
地
正
人
編
『
艮
本
近
代
史
に
お
け
る

　
転
換
期
の
研
究
臨
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
所
業
）
や
酒
井
哲
哉
『
大
正

　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
体
制
の
崩
壊
　
内
政
と
外
交
』
（
東
京
大
学
雲
版
会
、
　
一
九
九
二

　
年
）
が
あ
る
。

②
　
こ
の
晴
曇
の
平
沼
駅
一
郎
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
中
心
と
す
る
政
治
勢
力
（
い
わ

　
ゆ
る
平
沼
系
）
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
佐
々
木
隆
「
挙
国
一
致
内
閣
期
の
枢

　
密
院
－
平
沼
験
一
郎
と
斎
藤
内
閣
i
」
（
『
日
本
歴
史
臨
三
五
二
号
、
一
九
七

　
七
年
）
、
増
田
知
子
「
斎
藤
実
挙
国
一
致
内
閣
論
－
立
憲
君
主
制
の
再
編
と
日
本

　
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頚
」
（
『
シ
リ
ー
ズ
臼
本
経
現
代
史
3
　
現
一
代
社
会
へ
の
転
形
』

　
岩
波
書
庸
、
一
九
九
三
年
、
所
収
）
が
あ
る
。
し
か
し
前
者
は
、
軍
部
側
の
史
料

　
を
用
い
て
お
ら
ず
、
「
倉
富
勇
三
郎
日
記
」
は
用
い
て
い
る
が
、
旛
密
院
関
孫
都
分

　
し
か
活
用
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
元
老
・
垂
臣
側
の
動
向
も
全
く
『
西
園
寺
用
と

政
局
』
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
史
料
的
限
界
の
故
に
、
平
沼
内
閣

運
動
の
興
亡
過
程
や
そ
の
政
策
志
向
性
、
ま
た
平
沼
と
軍
部
の
関
係
に
つ
い
て
の

解
暁
が
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
平
沼
と
元
老
・
西
園
寺
公
望
の
対
立
藤
を

過
小
評
価
し
、
そ
し
て
平
沼
の
政
治
的
地
位
が
二
・
二
六
都
件
以
後
も
上
昇
し
た

か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
明
ら
か
に
す

る
よ
う
に
、
三
〇
年
代
前
半
期
に
お
い
て
は
、
平
沼
と
元
老
・
重
臣
勢
力
は
本
質

的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
平
沼
の
政
治
的
最
盛
期
は
斎
藤
内
閣
後
半
期

（一

緕
O
三
年
後
半
～
三
四
年
前
半
）
で
あ
る
。
　
一
方
後
者
の
研
究
で
は
、
元
老
・

霊
樹
陰
の
史
料
は
一
通
り
用
い
て
い
る
の
で
、
平
沼
と
元
老
・
重
臣
勢
力
と
の
対

立
藤
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
平
沼
の
政
治
的
動
向
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を

鉢
系
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
「
倉
岳
勇
三
郎
日
課
」
が
偏

っ
た
時
期
・
箇
所
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
代
わ
り
に
観
念
的
・

思
想
教
化
団
体
的
側
面
の
強
い
麟
本
島
に
お
け
る
平
沼
の
動
向
を
重
視
し
た
結
果
、

か
え
っ
て
そ
れ
を
曖
昧
な
ら
し
め
、
か
つ
平
沼
内
閣
運
動
を
森
格
や
中
野
正
岡
の

動
き
を
中
心
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
展
醗
過
程
の
把
握
を
關
難
に
し
て
い



る
。
そ
の
た
め
、
佐
々
木
論
文
に
よ
っ
て
～
定
程
度
克
服
さ
れ
た
㌧
従
来
の
正
確

で
な
い
イ
メ
ー
ジ
に
再
び
戻
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
佐
々
木
論
文
と
岡

様
に
、
当
聴
の
政
治
関
係
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
、
軍
部
の
側
の
史
料
が
全

ぐ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
．
平
沼
と
軍
部
の
連
携
面
の
論
述
や
、
そ
の
具
体

飽
な
政
策
志
向
と
そ
の
変
容
の
解
明
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
α
や
は
り
軍
部
と

の
関
係
を
中
心
に
、
斎
藤
内
閣
期
の
内
外
の
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上
で
平
詔

内
閣
運
動
を
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。

第
一
章
　
平
沼
内
閣
運
動
の
形
成
ー
ー
政
党
内
閣
期
1

第
【
節
　
平
沼
と
軍
部
の
提
携

沼内閣運動と斎藤内閣期の政治（堀N）

　
一
九
三
〇
年
代
は
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
（
以
下
・
ン
ド
ソ
条
約
と
略
）
問
題
で
始
ま
っ
た
。
周
知
の
如
く
、
こ
の
問
題
に
お
い
て
浜
口
雄
幸

立
憲
民
政
党
内
閣
は
、
海
軍
や
枢
密
院
の
反
対
に
遷
し
て
強
い
態
度
で
臨
み
、
条
約
を
批
准
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
政
党
政
治
の
隆

盛
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
折
か
ら
の
中
国
に
お
け
る
日
本
権
益
回
収
の
動
き
や
、
間
も
な
く
激
化
す
る
世
界
恐
慌
か
ら
の
影
響
と
相
侯
っ

て
、
こ
れ
ら
内
外
の
深
刻
な
危
機
に
対
し
有
効
な
対
応
策
を
示
し
得
ず
、
党
利
党
略
に
走
る
概
成
政
党
へ
の
批
判
勢
力
再
結
集
の
契
機
と
も
な

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ロ
ン
ド
ン
条
約
締
結
に
対
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
反
感
を
も
つ
平
沼
は
当
然
反
対
で
あ
っ
た
が
、
枢
密
院
副
議
長
と
い
う
職
責
上
、
個
人

的
な
判
断
で
条
約
反
紺
を
表
囎
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
統
帥
部
（
海
軍
軍
令
部
）
の
国
防
担
当
者
と
し
て
の
条
約
反
対
が
必

　
　
　
　
②

要
で
あ
っ
た
。
故
に
平
沼
は
加
藤
寛
治
軍
令
部
長
と
の
連
携
に
よ
っ
て
浜
口
内
閣
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。

　
加
藤
寛
治
海
軍
大
将
は
海
軍
硬
派
と
し
て
知
ら
れ
、
後
に
海
軍
艦
隊
派
と
呼
ば
れ
る
、
ロ
ン
ド
ン
・
ワ
シ
ン
ト
ン
両
海
軍
軍
縮
条
約
へ
の
反

対
勢
力
の
中
心
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
国
本
社
の
一
員
と
し
て
か
ね
て
よ
り
平
沼
と
懇
意
で
も
あ
っ
た
。
平
沼
は
加
藤
の
ρ
ソ
ド
ソ
条
約

に
対
す
る
強
硬
な
態
度
を
評
価
し
、
一
九
ヨ
○
年
四
月
二
七
日
に
は
加
藤
と
会
談
、
最
後
ま
で
踏
み
と
ど
ま
れ
と
激
励
し
、
決
着
は
枢
密
院
で

　
　
　
　
　
　
③

つ
け
る
と
語
っ
た
。
ま
た
両
者
は
平
沼
の
秘
書
格
で
あ
る
竹
内
賀
久
治
を
通
じ
て
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
し
か
し
加
藤
の
軍
令
部
長
辞
任
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④

（
六
月
一
〇
日
）
に
つ
い
て
、
平
沼
が
そ
の
時
期
が
よ
く
な
い
と
し
て
そ
れ
を
内
聞
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
両
者
の
政
治
的
連

携
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
平
沼
自
身
が
枢
密
院
の
政
治
的
な
力
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
即
ち
平
沼

は
、
条
約
批
准
問
題
の
枢
密
院
諮
麹
一
ヵ
月
前
の
時
点
で
さ
え
、
内
閣
と
軍
令
部
の
意
見
が
調
和
し
な
い
限
り
、
内
閣
は
秘
密
院
と
の
正
面
衝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

突
を
恐
れ
諮
訥
に
さ
え
踏
み
切
れ
ず
、
結
局
退
却
す
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
。
し
か
る
に
浜
口
内
閣
は
、
七
月
二
四
日
枢
密
院
へ
の
諮
詞

を
断
行
し
、
条
約
の
批
准
と
い
う
点
で
は
一
歩
も
譲
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
平
沼
は
内
閣
の
強
い
態
度
に
抗
し
き
れ
ず
枢
密
院
は

こ
の
問
題
に
お
い
て
完
全
に
敗
北
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
か
ね
て
か
ら
の
世
論
の
枢
密
院
へ
の
非
難
が
更
に
高
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
平
沼

は
一
連
の
政
治
過
程
に
お
い
て
大
打
撃
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
党
内
閣
に
対
す
る
牽
調
機
関
と
し
て
の
枢
密
院
に
拠
る
、
平
沼
の
政
治
基

盤
は
既
に
彼
の
思
う
程
強
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
後
平
沼
は
戦
術
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
平
沼
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
枢
密
院
に
よ
る
露
骨
な
政
治
介
入
は
得
策
で
な
い
と
考

え
、
代
わ
り
に
極
密
院
の
重
臣
会
議
化
を
謀
り
、
自
分
を
警
戒
す
る
元
老
・
西
園
寺
公
望
の
権
能
を
枢
密
院
に
接
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
問
題
で
不
十
分
な
が
ら
連
携
し
、
利
害
の
一
致
す
る
海
軍
硬
派
（
後
の
艦
隊
派
）
や
、
間
も
な
く
台
頭

す
る
陸
軍
皇
道
派
と
の
鍵
携
に
よ
っ
て
政
権
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
閥
題
は
平
沼
内
閣
運
動
の
形
成
の
画

期
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
問
題
を
契
機
と
し
て
海
軍
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
平
沼
で
あ
っ
た
が
、
陸
軍
首
脳
部
と
の
関
係
は
未
だ
希
薄

で
あ
っ
た
。
陸
軍
は
挙
国
一
致
内
閣
期
に
お
け
る
平
沼
内
閣
運
動
の
最
も
有
力
な
支
持
勢
力
と
な
っ
て
い
く
。
確
か
に
平
沼
が
政
権
を
得
る
に

は
陸
海
軍
両
者
の
支
持
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
実
際
の
政
治
へ
の
影
響
力
の
強
さ
で
は
陸
軍
が
数
段
上
で
あ
り
、
海
軍
の
支
持
だ
け

で
は
到
底
平
沼
内
閣
を
実
現
で
き
な
い
の
は
明
白
で
あ
っ
た
。
故
に
平
沼
は
陸
軍
に
も
支
持
基
盤
を
必
要
と
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
三
一
年

ま
で
は
、
陸
軍
は
宇
垣
一
成
率
い
る
派
閥
（
い
わ
ゆ
る
宇
垣
系
）
が
中
央
の
要
職
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
。
周
知
の
如
く
、
宇
垣
は
民
政
党
（
憲

政
会
）
内
閣
の
陸
相
を
長
く
務
め
て
民
政
党
と
の
関
係
を
深
め
、
将
来
は
そ
の
総
裁
候
補
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
既
成
政
党
の
打
倒
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平沼内関運動と斎藤内閣期の政治（堀昭）

を
糧
え
る
平
洛
に
と
っ
て
、
無
漏
が
提
携
の
相
手
と
な
り
得
恋
い
こ
と
は
墨
然
で
あ
っ
た
し
、
更
に
宇
垣
が
三
月
審
件
に
闘
偏
し
た
と
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
と
も
、
ク
t
デ
タ
ー
に
よ
る
政
権
奪
取
は
全
く
否
定
す
る
平
沼
に
は
宇
垣
排
撃
の
～
理
由
と
な
っ
た
。
当
時
平
沼
が
、
宇
垣
系
に
代
っ
て
陸

軍
の
枢
要
を
占
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
が
、
荒
木
貞
夫
、
真
崎
甚
三
郎
な
ど
の
、
後
に
皇
道
派
の
指
導
者
と
な
る
将
軍
た
ち
で
あ
る
。

彼
ら
は
宇
垣
の
陸
軍
支
配
に
反
感
を
持
ち
、
既
成
政
党
や
元
老
・
重
臣
に
対
し
批
判
的
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
強
硬
な
対
外
政
策
と
精
神
主
義
的

傾
向
は
平
沼
と
か
な
り
類
似
し
て
い
た
。
ま
た
宇
垣
に
失
望
し
た
中
堅
幕
僚
・
青
年
将
校
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。

　
平
沼
は
一
九
三
一
年
八
月
、
餌
園
寺
公
望
を
興
津
に
訪
問
し
、
宇
垣
一
成
を
非
難
し
て
荒
木
貞
夫
教
育
総
監
部
本
部
長
と
真
崎
甚
三
郎
台
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

軍
司
令
官
の
有
用
な
る
こ
と
を
説
い
た
。
ま
た
同
年
の
一
〇
月
事
件
に
際
し
て
も
、
宇
垣
系
の
爾
次
郎
陸
相
や
金
谷
籟
三
参
謀
総
長
は
佐
尉
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

将
校
に
全
く
儒
望
が
な
い
と
断
じ
、
そ
れ
に
代
る
に
荒
木
や
そ
れ
に
近
い
武
藤
信
義
教
育
総
監
に
人
望
あ
り
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
荒
木
も
、

平
沼
で
な
け
れ
ば
少
壮
軍
人
は
お
さ
ま
ら
な
い
と
語
り
平
沼
内
閣
を
希
望
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
三
一
年
一
二
月
、
犬
養
毅
立
憲
政
友
会
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

閣
の
陸
相
候
補
に
荒
木
と
阿
部
信
行
第
四
師
団
長
（
宇
垣
系
）
が
挙
が
る
と
、
平
沼
は
森
絡
内
閣
書
記
官
長
に
対
し
荒
木
を
強
く
推
し
、
結
局
荒

木
陸
相
が
実
現
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
荒
木
は
陸
相
就
任
後
一
連
の
党
派
的
人
事
を
行
い
、
宇
垣
系
の
中
央
要
路
か
ら
の
一
掃
に
成
功
し
た
。

平
沼
の
推
薦
す
る
真
丸
甚
三
郎
も
年
が
明
け
る
と
す
ぐ
参
謀
次
長
（
参
謀
総
長
が
皇
族
な
の
で
実
質
上
の
総
長
）
に
就
任
す
る
。
そ
の
直
後
の
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

三
二
年
一
月
一
四
日
、
平
沼
は
真
崎
と
会
談
し
、
「
陸
軍
上
級
将
校
中
有
害
分
子
」
（
宇
垣
系
）
を
排
除
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
を
み
て
い
る
。

こ
う
し
て
平
沼
は
陸
軍
に
そ
の
支
持
基
盤
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
平
沼
内
閣
を
望
む
声
も
軍
の
内
部
で
高
ま
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
平
沼
の
政
権
工
作
i
元
老
西
園
寺
と
の
対
抗
一

　
周
知
の
如
く
、
一
九
二
四
年
に
松
方
正
義
が
没
し
て
以
後
、
後
継
首
相
の
天
皇
へ
の
奏
薦
は
、
最
後
の
元
老
と
し
て
糸
口
寺
公
望
が
そ
の
任

に
当
た
っ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
内
大
臣
や
重
臣
会
議
に
移
行
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
の
首
相
奏
薦
権
の
実
質
は
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西
園
寺
が
掌
握
し
て
い
た
。
故
に
亜
園
寺
に
好
ま
れ
ず
、
危
険
人
物
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
平
沼
に
と
っ
て
、
酉
圃
寿
の
存
在
は
平
沼
内

閣
実
現
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
平
沼
が
そ
の
障
害
を
如
何
に
克
服
し
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
論
及
す
る
。
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ω
　
枢
密
院
改
革
問
題

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
揖
ン
ド
ン
条
約
問
題
に
お
け
る
敗
北
に
よ
っ
て
、
平
沼
の
政
治
基
盤
で
あ
っ
た
枢
密
院
の
地
位
の
低
下
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
枢
密
院
改
革
を
要
求
す
る
声
は
更
に
高
ま
り
、
遂
に
は
枢
密
院
内
部
か
ら
も
、
平
沼
ら
首
脳
部
の
專
権
へ
の
不
満
か
ら
、
枢
密
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

改
革
を
唱
え
る
老
も
現
れ
た
。
平
沼
ら
は
こ
の
改
革
案
を
握
り
潰
し
た
が
、
梢
当
の
危
機
感
を
持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
枢
密
院
に
よ
る
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
露
骨
な
政
治
介
入
は
不
可
能
に
な
っ
て
来
て
い
た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
の
非
難
の
的
に
な
る
の
も
政
権
を
租
指
す
た
め

に
は
得
策
で
は
な
い
。
そ
こ
で
平
沼
は
内
外
の
機
先
を
制
し
、
自
ら
枢
密
院
改
革
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
枢
密
院
あ
る
い
は
平
沼
自

身
へ
の
批
判
を
か
わ
し
つ
つ
、
枢
密
院
を
よ
り
大
き
な
権
威
を
持
つ
政
治
機
関
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
平
沼
は
一
九
三
一
年
七
月
、
薩
派
の
樺
山
資
英
貴
族
院
議
員
を
通
じ
て
、
牧
野
伸
顕
内
大
匿
に
枢
密
院
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
を
具
申
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
昨
今
悪
化
し
た
枢
密
院
の
信
用
を
回
復
す
る
た
め
に
、
諮
詞
事
項
を
整
理
し
、
顧
問
官
を
厳
選
し
て
準
元
老
級
の
大
物
政
治
家

で
あ
る
山
本
権
兵
爾
、
清
浦
畿
吾
、
高
僑
是
清
、
山
本
達
雄
な
ど
を
入
院
さ
せ
、
同
時
に
古
参
顧
問
官
の
伊
東
巳
代
治
や
金
子
堅
太
郎
に
は
大

臣
待
遇
を
与
え
る
と
い
う
、
言
わ
ば
枢
密
院
の
重
臣
会
議
化
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
以
前
は
同
じ
枢
密
院
強
化
策
で
も
、
顧

問
官
の
増
員
や
国
務
大
臣
の
表
決
権
廃
止
な
ど
が
中
心
で
、
そ
れ
は
平
沼
ら
首
脳
部
の
政
治
介
入
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今

回
の
改
革
案
は
内
閣
へ
の
抵
抗
力
の
強
化
と
い
う
よ
り
も
、
枢
密
院
の
権
威
高
揚
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
ぽ
か
り
か
準

元
老
級
の
政
治
家
が
入
院
す
れ
ば
、
平
沼
の
院
内
に
お
け
る
地
位
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
く
な
ろ
う
。
こ
れ
は
平
沼
の
枢
密
院
に
よ
る
政
治
介

入
路
線
の
一
定
の
放
棄
を
意
味
す
る
。
こ
の
平
沼
の
改
革
論
を
、
牧
野
内
大
臣
は
枢
密
院
が
自
ら
更
生
す
る
態
度
を
示
し
た
も
の
と
判
断
し
、

風
月
一
一
鷺
に
は
細
管
寺
に
対
し
、
枢
密
院
赦
革
の
塒
期
が
到
来
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
平
沼
は
従
来
の
敬
革
論
に
対
し
て
先
手
を
う



ち
、
枢
密
院
を
重
距
会
議
化
し
て
酒
器
寺
死
後
の
首
相
奏
薦
機
関
を
用
意
し
、
或
い
は
西
園
寺
存
生
中
に
も
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
行
こ
う
と
い

う
、
元
老
権
力
の
栢
対
化
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
平
沼
の
政
権
獲
得
に
は
必
要
な
布
石
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
の
よ
う
な
平
沼
の
意
図
に
気
づ
い
て
い
た
西
園
毒
は
私
設
秘
書
・
原
田
熊
雄
貴
族
院
議
員
を
通
じ
て
こ
の
案
に
反
対
し
、
結
局
こ
れ
は
実

現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
以
後
枢
密
院
と
内
閣
の
鋭
い
対
立
は
少
な
く
な
る
。
こ
れ
は
満
洲
事
変
の
勃
発
や
政
党
内
閣
の
崩
壊
に
よ
る
こ
と
も

大
き
い
が
、
平
沼
が
致
治
的
に
は
軍
部
と
の
提
携
に
重
き
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ
る
。

平沼内閣運動と斎藤内閣期の政治（堀田）

　
②
　
平
沼
と
宮
中
i
牧
野
内
大
臣
へ
の
接
近
1

　
ω
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
沼
は
枢
密
院
の
重
臣
会
議
化
を
提
案
し
、
元
老
権
力
の
相
対
化
を
企
て
た
も
の
の
西
園
寺
の
反
対
に
遭
っ
て
失
敗

に
終
わ
っ
た
。
す
る
と
平
沼
は
、
次
に
牧
野
伸
顕
内
火
臣
へ
の
接
近
を
謀
る
よ
う
に
な
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
れ
は
平
沼
の
牧
野
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
の
齎
園
寺
へ
の
接
近
策
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
西
園
寺
へ
の
対
抗
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
そ
れ

は
ω
の
枢
密
院
の
重
臣
会
議
化
策
の
延
長
上
に
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
平
沼
の
牧
野
内
大
臣
へ
の
接
近
が
本
格
化
す
る
の
は
　
九
三
二
年
の
七
月
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
以
前
か
ら
の
伏
線
が
あ
っ
た
。
そ

れ
が
ω
で
述
べ
た
継
歯
院
改
革
問
題
で
あ
っ
た
。
枢
密
院
が
内
閣
へ
恣
意
的
な
妨
害
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
重
臣
会
議
化
自
体
に
は
反
対
で

な
か
っ
た
牧
野
に
と
っ
て
、
西
園
寺
の
改
革
案
へ
の
反
対
は
全
く
意
外
で
あ
っ
た
。
枢
密
院
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
牧
野
と
、
そ
の
・
存
在
自

体
を
解
消
へ
向
か
わ
せ
た
い
西
園
寺
と
は
か
な
り
意
見
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
牧
野
は
後
に
重
臣
会
議
の
設
定
が
問
題
と
な
っ
た
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

そ
の
メ
ン
バ
ー
に
政
党
関
係
者
を
入
れ
る
こ
と
に
編
輯
し
た
り
、
木
戸
幸
一
内
大
臣
秘
書
官
長
に
対
し
思
い
切
っ
た
政
治
経
済
の
変
革
の
必
要

　
　
　
　
　
⑱

性
を
語
る
な
ど
、
西
園
寺
へ
の
対
抗
意
識
は
な
い
に
せ
よ
、
平
沼
と
あ
る
面
で
類
似
し
た
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
実
際
、
牧
野
は
平
沼
の
枢
密

院
改
革
案
を
評
価
し
、
平
沼
が
反
省
し
た
と
考
え
て
い
た
。
故
に
一
九
三
二
年
夏
に
は
、
既
に
牧
野
は
平
沼
に
対
し
あ
る
程
度
の
親
近
感
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
両
者
の
接
近
は
ま
す
ま
す
進
み
、
こ
れ
を
察
知
し
た
西
園
寺
が
警
戒
の
念
を
起
こ
す
程
に
な
る
。
そ
し
て
一
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量
定
四
年
五
月
に
、
平
沼
が
西
園
寺
の
圧
力
で
枢
密
院
議
長
就
任
を
阻
止
さ
れ
た
時
に
及
ん
で
は
、
牧
野
が
西
園
寺
に
対
し
抗
議
の
意
を
表
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
平
沼
は
、
将
来
宮
中
に
お
け
る
権
力
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
牧
野
を
利
用
し
て
、
西
園
寺
死
後
の
首
相
奏
薦
に
関
与
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
政
権
を
窺
い
、
そ
の
生
存
中
に
あ
っ
て
は
西
園
寺
へ
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
平
沼
は
従
来
の
西
園
寺
の
指
名
に

よ
る
首
相
奏
薦
方
式
に
し
ば
し
ば
不
満
の
意
を
表
し
て
い
た
し
、
西
園
寺
の
政
治
に
対
す
る
「
現
状
維
持
」
的
な
態
度
や
宮
中
に
お
け
る
専
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
非
難
し
、
少
壮
軍
人
の
乱
脈
の
責
任
を
講
話
寺
の
対
策
不
備
に
帰
し
て
、
西
園
寺
を
旧
権
力
の
維
持
者
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
平
沼
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

九
三
〇
年
代
の
前
半
に
あ
っ
て
は
西
園
寺
へ
の
対
抗
勢
力
を
以
て
任
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
　
伊
藤
隆
・
広
瀬
…
堺
町
編
『
牧
野
伸
顕
日
詑
臨
（
中
央
公
論
社
、
　
一
九
九
〇
年
）

　
一
九
三
〇
年
九
月
六
日
に
よ
る
と
、
平
沼
は
吉
田
茂
外
務
次
官
に
対
し
、
今
圃
の

　
よ
う
な
条
約
は
拒
否
し
て
当
然
で
あ
る
旨
を
語
っ
た
と
い
う
。

②
　
「
倉
寓
勇
三
郎
臼
記
」
（
国
立
国
会
回
書
館
憲
政
選
科
室
所
蔵
「
倉
富
勇
三
郎
文

　
書
編
所
収
）
一
九
三
〇
年
六
月
一
八
臼
に
よ
れ
ば
、
平
沼
は
「
軍
・
令
部
ニ
テ
国
防

　
豆
鴬
支
ナ
シ
ト
保
障
　
ス
ル
コ
ト
・
ナ
リ
タ
ル
上
枢
密
院
ニ
チ
ハ
之
ヲ
僑
シ
テ
条
約

　
御
批
准
ノ
奉
答
ヲ
為
ス
カ
当
然
」
で
あ
る
と
も
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
海
軍
が
条

　
約
を
容
認
す
る
な
ら
ば
矛
を
納
め
る
し
が
な
か
っ
た
。
尚
、
こ
の
B
記
の
簗
者
・

倉
窟
勇
三
郎
枢
密
院
議
長
は
、
平
沼
副
議
長
、
二
上
兵
治
書
記
官
長
と
と
も
に
枢

　
密
院
首
脳
部
を
長
く
占
め
続
け
、
平
沼
の
偲
繍
と
し
て
そ
の
院
内
に
お
け
る
勢
力

　
伸
長
に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
倉
富
は
政
治
的
見
解
な
ど
に
お
い
て
も
平

　
沼
に
近
く
、
そ
の
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
平
沼
に
馴
す
る

　
～
次
史
料
と
し
て
は
、
『
平
沼
騒
一
郎
圓
顯
録
』
（
学
陽
磐
房
、
一
九
五
五
年
）
が

　
あ
る
。
し
か
し
同
史
料
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
時
期
に
お
い
て
は
、
平
沼
の
口

　
述
が
極
め
て
少
な
い
上
に
、
ま
た
そ
れ
も
漠
然
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て

　
は
平
沼
の
政
治
的
動
向
の
経
過
を
突
証
す
る
こ
と
は
園
難
で
あ
る
。
故
に
本
稿
で

　
は
敢
え
て
引
用
し
て
い
な
い
（
し
か
し
そ
の
他
の
時
期
で
は
、
大
い
に
活
絹
で
き

　
る
部
分
も
少
な
く
な
い
）
。

③
　
「
加
藤
寛
治
上
記
抄
」
（
林
真
影
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
史
1
・
昭
和
初
年
輪
、

　
平
凡
社
、
　
九
七
五
年
、
所
蚊
）
一
九
三
〇
年
四
月
二
七
日
。

④
前
掲
、
「
倉
冨
勇
三
郎
日
記
」
一
九
三
〇
年
六
月
一
八
、
エ
三
日
。

⑤
　
慣
圃
齎
、
　
～
九
三
〇
年
｛
ハ
月
一
八
日
。

⑥
同
旨
、
一
九
三
二
年
三
月
三
〇
臼
、
七
月
六
甲
に
よ
る
と
、
平
沼
は
宇
壇
が
三

　
月
事
件
に
関
係
し
た
と
信
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑦
　
原
田
熊
雄
述
『
西
園
寺
公
と
政
局
隔
第
二
巻
（
岩
波
慰
楽
、
一
九
五
〇
年
）
三

　
二
頁
。

⑧
　
前
掲
、
「
倉
憲
勇
三
郎
日
記
」
一
九
三
一
年
一
〇
翅
エ
一
日
。

⑨
勝
閏
龍
夫
『
重
臣
た
ち
の
昭
和
史
綿
上
（
文
芸
春
秋
、
一
九
八
一
年
）
一
六
一

　
頁
。

⑳
『
真
崎
甚
三
郎
日
記
・
昭
和
七
・
八
・
九
年
一
月
～
昭
和
　
○
年
エ
月
』
（
近
代

　
日
本
史
料
選
書
1
・
1
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
一
九
三
二
年
一
月
一
四

　
厩
。
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⑪
　
前
掲
、
「
倉
當
勇
三
郎
日
記
」
一
九
三
〇
年
一
〇
月
日
葭
。

⑫
前
掲
、
『
牧
野
伸
顕
日
記
』
一
九
＝
コ
年
七
月
三
B
。

⑬
　
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
二
巻
、
二
八
～
三
〇
頁
。

⑭
前
掲
、
佐
々
木
隆
「
挙
悶
一
致
内
閣
期
の
鋸
密
院
」
。

⑮
同
右
。

⑯
　
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
二
巻
、
二
八
頁
～
一
二
〇
頁
。

⑰
原
田
熊
雄
述
『
西
園
寺
公
と
政
局
臨
第
三
巻
（
岩
波
欝
店
、
一
九
五
一
年
）
三

　
二
三
頁
。

⑱
　
勾
．
木
戸
幸
一
日
記
臨
上
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）
一
九
三
三
年

　
一
〇
月
一
三
霞
。

⑲
前
掲
、
糧
茜
園
寺
公
と
政
局
』
第
三
巻
、
三
〇
四
～
五
頁
。

⑭
　
前
掲
、
「
倉
窟
勇
三
郎
日
記
」
一
九
三
王
年
九
月
八
、
二
七
臼
、
一
〇
月
四
臼
。

　
平
沼
は
九
月
八
日
に
「
是
マ
テ
ハ
内
閣
ノ
更
迭
ハ
元
老
（
賑
園
寺
）
内
大
置
（
牧

　
野
）
二
御
下
問
ア
リ
テ
決
シ
居
り
タ
ル
モ
今
後
ハ
是
等
ノ
人
ノ
内
奏
ニ
チ
ハ
世
人

　
力
承
知
セ
サ
ル
様
ノ
コ
ト
」
に
な
る
と
思
う
と
語
っ
て
い
る
。

⑳
同
右
、
一
九
三
三
年
九
月
八
臼
、
　
○
月
四
鷺
。

⑫
　
同
右
、
　
一
〇
月
四
日
で
、
平
沼
が
現
在
の
状
況
を
暮
末
維
新
期
に
な
ぞ
ら
え
、

　
西
園
寺
を
勤
王
の
志
士
を
圧
迫
し
て
権
力
維
持
に
汲
々
と
す
る
幕
府
に
擬
し
て
い

　
る
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
平
沼
は
こ
の
ま
ま
で
は
新
旧
勢
力
の
正
面
衝
突
が
起
こ

　
る
と
し
て
、
そ
の
爆
発
を
軽
く
す
る
に
は
憲
士
た
ち
を
統
調
す
る
雪
晴
の
雄
藩
藩

　
主
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
平
沼
は
、
軍
の
書
影
将
校
（
志
士
）

　
の
暴
発
を
最
小
限
に
抑
制
し
、
彼
ら
の
統
率
者
（
雄
藩
藩
主
）
と
し
て
西
園
寺
（
幕

　
府
）
か
ら
合
法
的
に
主
漂
権
を
奪
取
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
と
い
え
る
。

第
二
章
　
平
沼
内
閣
運
動
の
一
時
的
停
滞
と
再
始
動
　
　
斎
藤
内
閣
前
半
期
1

第
［
節
　
五
・
［
五
事
件
直
後
の
後
継
内
閣
を
め
ぐ
る
問
題

　
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
沼
は
軍
部
と
の
提
携
を
進
め
、
ま
た
宮
中
へ
は
た
ら
き
か
け
る
な
ど
自
己
の
政
治
基
盤
の
拡
大
を
試
み
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
が
、
一
九
三
二
年
の
五
・
一
五
事
件
以
前
の
政
党
内
閣
時
代
に
お
い
て
は
平
沼
内
閣
の
実
現
は
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
五
・
一
五
事
件
が
勃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

発
し
た
時
、
平
沼
は
後
継
首
相
の
有
力
候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
が
、
平
沼
自
身
の
出
馬
へ
の
熱
意
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の

第
一
は
、
こ
の
時
平
沼
擁
立
を
も
っ
と
も
熱
心
に
宣
伝
し
て
い
た
の
が
森
恪
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
森
の
平
沼
内
閣
構
想
が

既
成
政
党
を
母
体
と
す
る
一
国
一
党
論
、
あ
る
い
は
平
沼
を
結
節
点
と
す
る
政
友
会
と
軍
部
の
連
携
な
ど
、
既
成
政
党
の
参
加
を
前
提
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

限
り
、
既
成
政
党
の
打
倒
を
唱
え
、
一
方
で
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ
ム
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
な
ど
を
否
定
す
る
平
沼
が
こ
れ
に
乗
り
出
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
こ
の
時
の
最
も
重
要
な
外
交
懸
案
は
満
洲
事
変
処
理
問
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
陸
軍
皇
道
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派
の
意
向
が
ほ
ぼ
貫
徹
さ
れ
て
お
り
、
唯
一
の
問
題
は
犬
養
首
相
が
反
対
し
て
い
た
満
洲
国
の
承
認
で
あ
っ
た
が
、
世
論
の
硬
化
も
あ
っ
て
、

犬
養
内
閣
が
倒
れ
る
と
こ
れ
も
時
聞
の
問
題
と
な
っ
た
。
故
に
今
の
と
こ
ろ
外
交
問
題
は
平
沼
の
政
権
獲
得
の
動
機
と
は
な
ら
な
い
。

　
平
沼
擁
立
の
最
右
翼
と
な
る
べ
き
馳
軍
に
お
い
て
も
、
事
件
後
の
混
乱
も
あ
り
、
政
党
内
閣
反
対
で
は
一
致
し
て
い
た
も
の
の
、
後
継
酋
桐

に
つ
い
て
は
意
見
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
皇
道
派
の
佐
官
級
以
上
の
将
校
は
平
沼
内
閣
を
望
ん
で
い
た
が
、
尉
官
以
下
の
少
壮
士
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

至
っ
て
は
平
沼
内
閣
に
す
ら
同
意
し
な
い
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
穏
健
な
者
の
中
に
は
、
挙
国
一
致
内
閣
な
ら
ば
鈴
木
喜
三
郎
立
憲
政
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

会
総
裁
が
首
班
で
も
可
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
中
で
も
平
沼
擁
立
派
に
と
っ
て
思
わ
ぬ
阻
害
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
荒
木
陸
相
が
鈴

木
内
閣
で
も
可
能
で
あ
る
と
の
態
度
を
見
せ
、
西
園
寺
と
の
会
談
に
お
い
て
も
、
森
恪
の
依
頼
に
も
拘
ら
ず
敢
え
て
平
沼
を
推
薦
し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
⑦

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
西
園
寺
が
平
沼
内
閣
に
反
対
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
ま
だ
そ
の
必
要
性
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

よ
っ
て
は
平
沼
を
利
用
し
て
、
危
機
を
鎮
静
化
さ
せ
る
こ
と
も
一
手
段
で
は
あ
る
と
考
え
始
め
て
い
た
函
園
寺
に
と
っ
て
、
平
沼
擁
立
の
急
先

鋒
と
目
さ
れ
て
い
た
陸
軍
の
責
任
者
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
か
え
っ
て
好
都
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
蕩
園
寺
は
か
ね
て
よ
り
元
老
・
重
臣

内
部
で
有
力
視
さ
れ
て
い
た
穏
健
派
・
斎
藤
実
海
軍
大
将
を
指
名
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
事
件
後
の
混
乱
す
る
政
局
下
に
あ
っ
て
、
平
沼
内
閣
運
動
の
懸
盤
的
な
弱
さ
と
不
統
一
、
そ
し
て
元
老
・
重
臣
勢
力
の
平
沼
へ

の
警
戒
と
有
力
候
補
・
斎
藤
実
の
存
在
な
ど
、
平
沼
内
閣
成
立
の
条
件
は
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

74　（404）

第
二
節
　
平
沼
内
閣
運
動
の
低
調
期

　
斎
藤
内
閣
の
成
立
に
よ
っ
て
政
党
内
閣
は
停
止
し
た
が
、
こ
れ
は
当
初
一
時
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
西
園
寺
も
斎
藤
首
相
も
内
外

の
危
機
が
鎮
静
化
し
、
政
党
が
体
勢
を
建
て
直
し
て
国
民
の
信
用
を
回
復
し
た
な
ら
ば
、
再
び
政
党
内
閣
に
復
帰
す
る
こ
と
に
異
存
は
な
か
っ

た
。
こ
の
内
閣
は
飽
く
ま
で
暫
定
内
閣
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
既
成
政
党
打
倒
を
目
指
す
平
沼
に
と
っ
て
今
後
一
番
不

都
合
な
こ
と
は
、
斎
藤
内
閣
か
ら
政
党
へ
円
満
に
政
権
が
授
受
さ
れ
、
政
党
内
閣
が
復
活
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
現
に
政
友
会
・
民
政
党
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⑨

爾
党
と
も
斎
藤
内
閣
に
閣
僚
を
送
り
込
ん
で
い
た
し
、
そ
の
一
方
で
平
沼
は
こ
の
内
閣
か
ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
危
険
性
も
少
な
く
な
か

っ
た
。

　
平
沼
は
、
内
外
の
危
機
が
鎮
静
化
せ
ず
、
か
つ
政
党
の
信
用
が
未
だ
圃
復
し
て
い
な
い
早
い
時
期
に
斎
藤
内
閣
が
倒
れ
れ
ば
、
最
早
西
園
寺

も
平
沼
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
れ
が
最
も
好
都
合
と
考
え
た
。
逆
に
当
面
斎
藤
内
閣
の
存
続
を
願
う
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
最

も
警
戒
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
。
平
沼
は
斎
藤
内
閣
成
立
直
後
、
こ
の
内
閣
は
閣
内
不
統
一
で
年
内
に
も
政
変
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い

た
が
、
斎
藤
内
閣
は
政
友
会
と
の
対
立
と
妥
協
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
一
九
三
二
年
を
乗
り
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
平
沼
の
期
待
は
実
現
し
な
か
っ

た
が
、
　
一
九
三
二
年
に
お
い
て
は
平
沼
内
閣
運
動
は
相
対
的
に
低
調
で
、
平
沼
自
身
も
政
権
獲
得
へ
の
動
き
を
殆
ど
見
せ
て
い
な
い
。

　
そ
の
埋
由
の
一
つ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
斎
藤
内
閣
が
早
く
倒
れ
れ
ば
次
期
首
相
の
座
が
平
沼
に
回
っ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
、
露
骨
な

運
動
は
か
え
っ
て
内
外
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
で
、
平
沼
も
直
接
的
な
動
き
を
控
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
沼
が
そ
の
復
権

を
恐
れ
る
既
成
政
党
も
、
衆
議
院
に
絶
対
多
数
を
有
す
る
政
友
会
で
さ
え
、
ポ
ー
ズ
的
な
強
硬
姿
勢
は
と
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
次
期
政
権

へ
の
思
惑
な
ど
か
ら
斎
藤
内
閣
に
迎
合
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
民
政
党
に
至
っ
て
は
完
全
に
内
閣
の
与
党
化
し
つ
つ
、
ま
た
「
政
党
更
生
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珍

若
干
の
努
力
を
し
な
が
ら
暗
機
を
待
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
瓢
三
年
に
お
い
て
政
党
内
閣
復
帰
の
気
運
が
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
反

既
成
政
党
的
性
格
の
強
い
平
沼
内
閣
運
動
も
一
時
低
調
気
味
と
な
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
前
節
で
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
三
二
年
ま
で
は
平
沼
が
陸
軍
の
対
外
路
線
を
概
ね
支
持
し
て
い
た
の
で
、

そ
れ
に
対
し
て
斎
藤
内
閣
や
政
党
が
追
随
す
る
隈
り
、
外
交
政
策
上
の
動
機
で
平
沼
が
政
権
担
当
を
望
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
満
洲
事
変
勃
発
直
後
、
平
沼
は
関
策
軍
を
馬
面
支
持
し
、
朝
鮮
軍
の
独
断
越
境
に
対
す
る
責
任
追
求
も
差
し
控
え
る
な
ど
、
こ
の
機
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

満
洲
を
一
挙
に
占
領
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
年
が
明
け
る
と
平
沼
は
真
崎
参
謀
次
長
に
対
し
、
速
や
か
に
満
洲
へ
必
要
な
増
兵
を
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

申
し
入
れ
、
ま
た
軍
部
で
国
策
を
樹
立
し
て
政
府
を
引
き
ず
れ
と
語
っ
て
そ
の
同
意
を
得
て
い
る
。
つ
ま
り
平
沼
は
、
日
本
の
満
洲
に
お
け
る

三
縄
が
安
定
す
る
ま
で
は
溺
際
連
盟
や
中
国
国
民
党
致
府
に
対
し
て
原
則
的
に
妥
協
し
な
い
と
い
う
強
硬
な
態
度
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
三
二
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年
に
入
っ
て
以
後
陸
軍
を
牛
耳
る
皇
道
派
と
ほ
ぼ
～
致
し
て
い
た
。
そ
し
て
斎
藤
内
閣
や
そ
れ
を
支
持
す
る
西
園
寺
ら
元
老
・
重
臣
勢
力
、
民

政
党
、
ま
た
政
友
会
も
、
満
蒙
問
題
に
対
す
る
根
本
的
な
対
案
を
打
ち
出
せ
な
い
以
上
、
強
硬
論
に
固
ま
っ
た
世
論
も
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は

皇
道
派
主
導
の
陸
軍
の
意
向
に
従
う
は
か
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
平
沼
の
対
外
的
な
意
見
は
ほ
ぼ
貫
徹
さ

れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
陸
軍
に
お
い
て
も
、
斎
藤
内
閣
の
下
に
お
い
て
そ
の
対
外
政
策
が
貫
徹
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
面
政
変
を
望
む
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
荒

木
陸
相
は
慮
分
の
強
硬
路
線
に
内
閣
や
政
党
が
追
随
し
て
く
る
な
ら
ば
、
平
沼
の
組
閣
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
機
会
に
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

内
部
の
改
革
・
刷
新
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
し
ば
ら
く
は
斎
藤
内
閣
が
存
続
す
る
こ
と
に
異
議
は
な
か
っ
た
。
ま
た
海
軍
に
お
い
て
艦

隊
派
の
勢
力
拡
大
が
本
格
化
す
る
の
は
、
穏
健
派
の
岡
鰯
啓
介
海
桐
が
一
九
三
三
年
一
月
に
辞
任
し
て
後
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
平
沼
が
積
極
的
に
政
権
獲
得
へ
動
い
た
と
し
て
も
、
成
功
の
可
能
性
は
低
い
の
み
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
内
外

の
反
発
を
招
き
か
ね
な
い
。
故
に
平
沼
と
し
て
も
前
述
の
理
由
か
ら
一
九
三
二
年
に
お
い
て
は
斎
藤
内
閣
の
崩
壊
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
三
節
　
平
沼
の
政
権
工
作
開
始

　
平
沼
が
政
権
獲
得
へ
の
動
き
を
積
極
的
に
見
せ
始
め
る
の
は
、
斎
藤
内
閣
が
政
友
会
と
の
妥
協
に
よ
っ
て
一
九
三
二
年
を
乗
り
切
り
、
予
想

外
に
長
期
化
し
た
一
九
一
～
一
三
年
初
頭
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
一
月
二
四
日
、
平
沼
は
近
衛
文
麿
と
中
野
正
剛
を
自
宅
へ
招
き
、
政
権
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
強
い
意
欲
を
語
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
近
衛
は
西
園
専
か
ら
は
そ
の
後
継
者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
一
方
で
軍
部
な
ど
か
ら
も
首
相

候
補
と
し
て
目
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
政
見
は
西
園
寺
と
合
致
し
な
い
面
も
多
か
っ
た
し
、
ま
た
中
野
は
民
政
党
か
ら
分
派
し
た
国
民
同
盟
の
幹

部
で
あ
る
。
何
れ
も
元
老
や
民
政
党
と
い
う
平
沼
の
敵
対
勢
力
に
一
定
の
距
離
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
二
人
に
平
沼
が
披
与
し
た

内
容
は
そ
の
本
心
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
大
体
次
の
よ
う
に
な
る
。
㈲
日
ソ
開
戦
は
考
え
て

い
な
い
。
ω
陸
海
軍
の
意
見
を
調
整
し
て
国
策
の
統
一
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
そ
れ
が
撮
来
る
の
は
自
分
（
平
沼
）
だ
け
で
あ
る
。
㈲
海
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軍
内
部
の
対
立
緩
和
に
相
当
程
度
成
功
し
て
い
る
。
㈹
議
会
政
治
は
否
定
し
な
い
が
既
成
政
党
は
打
破
す
る
。
㈲
荒
木
は
既
成
政
党
に
対
し
て

態
度
が
弱
い
の
で
こ
れ
か
ら
は
真
崎
を
信
頼
す
る
。
ω
外
交
面
で
は
中
国
と
手
を
結
ぶ
。
㈲
財
部
彪
、
安
達
謙
蔵
、
床
次
竹
二
郎
、
山
本
権
兵

衛
な
ど
と
連
絡
が
あ
る
。

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
沼
は
満
洲
事
変
勃
発
後
、
満
洲
国
承
認
に
至
る
ま
で
の
間
、
陸
軍
の
強
硬
な
対
外
政
策
を
ほ
ぼ
舞
々
的
に
支
持

し
て
き
た
が
、
日
本
の
満
洲
支
配
の
既
成
事
実
化
が
固
定
し
て
く
る
と
、
中
圏
国
民
党
政
府
と
の
交
渉
を
積
極
的
に
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
の
立
場

を
と
る
よ
う
に
な
る
。
平
沼
は
一
九
三
三
年
二
月
目
有
田
八
郎
外
務
次
官
に
対
し
、
満
洲
以
外
の
こ
と
で
は
中
国
の
面
局
を
立
た
し
め
、
何
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

か
満
洲
国
を
承
認
さ
せ
る
よ
う
話
し
て
い
る
し
、
ま
た
前
述
の
ω
の
よ
う
に
満
洲
国
の
存
在
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
国
民
党
へ
の
妥
協
に
対
し

比
較
的
柔
軟
で
あ
っ
た
。
し
か
し
関
菓
軍
は
一
九
三
三
年
初
頭
か
ら
熱
河
侵
攻
を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
対
し
荒
木
は
関
東
軍
の
抑
糊
に
積
極
的

　
　
　
　
癖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
は
い
え
ず
、
熱
河
省
は
列
強
が
権
益
を
有
す
る
地
域
に
近
接
し
て
お
り
、
侵
攻
は
事
実
上
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
平
沼
と
の
相

違
を
示
し
て
い
た
。

　
ま
た
こ
の
頃
の
陸
軍
内
部
に
お
け
る
対
ソ
一
撃
論
、
対
ソ
予
防
戦
争
論
な
ど
の
過
度
な
対
ソ
強
硬
路
線
の
台
頭
も
、
平
沼
に
と
っ
て
は
黙
過

で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
平
沼
が
対
ソ
強
硬
論
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
前
述
の
㈲

の
よ
う
に
、
平
沼
が
臼
ソ
開
戦
ま
で
を
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
平
沼
は
、
　
一
九
三
一
年
の
満
洲
嘉
変
前
に
濤
ソ
断
交
論

を
唱
道
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ソ
連
と
の
国
交
停
止
に
よ
る
共
産
主
義
流
入
の
防
止
に
そ
の
真
意
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

確
か
に
平
沼
は
真
崎
甚
三
郎
に
対
し
て
、
将
来
ソ
連
と
の
衝
突
は
必
歪
で
あ
り
早
晩
撃
つ
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
時
期
的
に

は
一
九
三
五
年
七
月
と
い
う
華
北
分
離
工
作
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
っ
た
時
に
あ
た
り
、
そ
れ
へ
の
対
抗
意
識
と
い
う
面
が
あ
る
。
ま
た
真
崎
膚

身
が
、
満
洲
が
安
全
な
ら
ば
ソ
連
と
の
軍
事
的
衝
突
は
必
ず
し
も
望
ま
な
い
と
い
う
、
荒
木
に
比
し
て
相
対
的
に
穏
健
な
対
ソ
観
を
持
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
慷
常
的
に
ソ
連
と
の
緊
張
関
係
を
持
続
さ
せ
、
陸
軍
の
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

意
を
常
に
ソ
連
の
方
向
へ
向
か
わ
せ
て
置
き
、
出
先
軍
の
中
罵
「
本
土
」
へ
の
暴
走
や
、
軍
の
ク
…
デ
タ
ー
を
抑
制
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。
つ
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遜
り
陸
軍
に
対
し
て
は
愉
時
期
が
来
た
ら
や
る
と
匂
わ
せ
て
お
け
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
ひ
平
潅
に
と
ワ
て
は
y
ソ
違
と
合
本
国
民
と
の
接

触
面
を
断
ち
切
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
ソ
連
と
の
条
約
や
交
渉
に
反
対
し
て
強
硬
姿
勢
を
示
し
た
り
、
対
ソ
箪
備
を
増
強
す
る

な
ど
し
て
緊
張
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
っ
て
も
、
当
面
ソ
連
と
戦
う
こ
と
を
本
気
で
意
図
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
と
い
え
る
。

荒
木
主
導
の
陸
軍
の
対
外
的
な
行
き
過
ぎ
の
抑
調
が
平
沼
の
新
た
な
政
治
課
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
政
権
獲
得
工
作
開
始
の
一
要
因
と
な

っ
た
。

　
ま
た
海
軍
艦
隊
派
の
極
端
な
対
米
強
硬
論
も
、
平
沼
が
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
平
沼
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ロ
ン
ド
ン
両
軍
縮
条
約
は
破
棄
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
仮
に
海
軍
無
条
約
状
態
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
海
軍
が
ア
メ
リ
カ
と
の
無

闇
な
対
立
を
惹
起
さ
せ
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
平
沼
は
米
英
主
導
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
体
調
に
は
反
対
で
あ
り
、
こ
れ
を
一

度
解
消
し
、
そ
の
間
に
満
洲
支
配
を
堅
め
た
上
で
、
欧
米
列
強
と
の
新
し
い
関
係
を
、
ア
ジ
ア
の
盟
主
と
し
て
の
日
本
の
主
導
権
を
強
め
た
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
結
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
米
塩
な
ど
と
ま
と
も
に
事
を
構
え
る
意
志
は
全
く
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
軍
部
の
暴
走
を
抑
え
る
こ
と
が
禺
来
な
い
斎
藤
内
閣
、
そ
し
て
そ
の
外
相
・
内
田
康
哉
の
外
交
に
も
平
沼
は
不
満
で
あ
っ
た
。

平
沼
は
満
洲
事
変
の
処
理
に
関
し
て
は
か
な
り
強
硬
な
態
度
で
あ
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
ソ
連
を
除
く
欧
米
列
強
と
の
個
別
的
な
関
係
改

善
は
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
一
九
三
二
年
八
月
二
七
日
に
閣
議
決
定
し
た
斎
藤
内
閣
の
外
交
方
針
は
平
沼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

意
見
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
後
に
展
開
さ
れ
た
内
田
外
交
は
、
必
ず
し
も
平
沼
の
意
に
添
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
確

か
に
斎
藤
内
閣
が
リ
ッ
ト
ン
報
告
の
公
表
前
に
満
洲
国
を
承
認
し
た
こ
と
は
、
満
洲
支
配
の
早
期
既
成
事
実
化
を
望
む
平
沼
も
望
ん
で
い
た
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
周
知
の
よ
う
に
内
田
外
相
は
英
仏
の
妥
協
的
態
度
を
利
用
で
き
ず
連
盟
工
作
に
尖
対
し
た
し
、
ま
た
平
沼
は
荒
木
陸
相
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

じ
て
日
仏
提
携
策
を
内
田
に
は
た
ら
き
か
け
た
が
、
内
田
は
全
く
冷
淡
な
態
度
を
と
り
、
そ
れ
以
後
こ
の
話
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
そ
し
て

一
九
三
三
年
に
入
る
と
平
沼
は
国
際
連
盟
を
完
全
に
菟
限
り
、
連
盟
か
ら
除
名
で
も
さ
れ
れ
ば
非
常
に
不
面
園
で
あ
り
、
内
乱
す
ら
起
こ
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭

ね
な
い
と
し
て
、
即
時
脱
退
を
主
張
し
て
内
田
外
相
に
枢
密
院
へ
の
早
期
諮
訥
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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平沼内閣運動と斎藤内閣期の政治（堀田）

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
速
や
か
な
外
交
国
策
の
統
一
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
平
沼
は
、
前
述
の
⑳
の
よ
う
に
、
軍
部
と
の
提
携
関
係

を
利
用
し
陸
海
軍
の
利
害
の
調
停
老
と
し
て
両
者
を
妥
協
さ
せ
、
自
ら
の
意
図
す
る
外
交
国
策
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
沼
が
一
九
三
三
年
に
入
っ
て
政
権
獲
得
に
意
欲
的
に
な
っ
た
要
因
の
一
つ
は
対
外
政
策
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
も

う
一
つ
は
政
党
内
閣
復
帰
へ
の
面
罵
と
い
う
面
も
あ
っ
た
。
衆
議
院
に
憲
政
史
未
曾
有
の
三
〇
〇
議
席
を
有
す
る
政
友
会
は
、
一
九
三
二
年
一

二
月
の
鈴
木
総
裁
と
高
橋
是
清
蔵
相
と
の
会
談
で
、
第
六
四
議
会
の
乗
切
り
と
引
換
え
に
近
い
将
来
の
政
権
授
受
を
約
し
、
政
権
復
帰
の
機
を

窺
っ
て
い
た
。
前
述
の
④
の
如
く
、
平
沼
は
帝
国
議
会
の
存
在
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
既
成
政
党
の
打
破
は
そ
の
重
要
な
政

治
課
題
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
平
沼
は
軍
部
の
対
外
政
策
上
の
暴
走
や
少
壮
将
校
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
抑
制
を
企
図
し
て
お
り
、
そ
の

意
味
で
は
自
分
を
軍
部
の
外
に
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
陸
海
軍
の
利
害
の
調
停
者
と
し
て
、
そ
の
支
持
を
得
た
上
で
既
成
政

党
の
打
倒
を
鼠
指
し
、
元
老
西
園
寺
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
平
沼
が
枢
密
院
で
、
国
際
連
盟
脱
退
問
題
に
お
い
て
政
府
の

外
交
失
策
を
追
求
し
な
か
っ
た
の
は
、
枢
密
院
が
こ
の
閲
題
で
内
閣
を
揺
さ
ぶ
っ
て
、
そ
れ
に
政
友
会
が
乗
ず
る
こ
と
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
し
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
問
題
で
比
例
代
表
制
導
入
に
公
然
と
反
対
し
た
の
も
、
既
成
政
党
を
利
す
る
よ
う
な
改
革
を
拒
否
す
る
態

度
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
平
沼
も
何
度
で
も
議
会
を
解
散
す
る
と
豪
語
し
た
も
の
の
、
議
会
に
政
府
を
支
持
す
る
勢
力
は
必
要
だ
っ
た
の

で
、
前
述
の
⑧
の
よ
う
に
、
政
友
会
の
最
も
有
力
な
非
主
流
派
領
袖
の
床
次
竹
二
郎
に
接
近
し
て
政
友
会
の
切
崩
し
を
企
て
、
ま
た
反
既
成
政

党
勢
力
の
国
民
同
盟
の
支
持
を
得
る
べ
く
、
そ
の
幹
部
で
あ
る
安
達
や
中
野
と
連
絡
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
平
沼
の
政
権
構
想
と
は
、
陸
海
軍
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
の
代
弁
者
、
両
者
の
調
整
役
と
し
て
そ
の
支
持
の
上
に
立
ち
、
そ
れ

ら
の
対
外
政
策
上
の
暴
走
（
対
ソ
戦
、
対
米
強
硬
）
を
抑
制
し
つ
つ
統
～
し
た
外
交
国
策
を
確
立
し
、
そ
し
て
そ
の
軍
部
の
支
持
を
背
景
と
し
て

政
権
を
獲
得
し
、
西
園
寺
を
中
心
と
す
る
元
老
・
重
臣
勢
力
、
ま
た
既
成
政
党
を
屈
伏
さ
せ
、
天
皇
を
政
治
的
に
も
全
面
に
押
し
出
し
そ
の
統

治
権
の
体
現
者
と
し
て
の
官
僚
主
導
の
下
、
「
西
欧
化
」
さ
れ
た
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
を
日
本
独
自
の
方
向
へ
変
策
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
方
法
論
に
乏
し
く
、
ま
た
前
述
の
議
会
工
作
も
並
立
っ
た
成
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
国
民
同
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盟
も
衆
議
院
に
僅
か
三
〇
余
議
席
し
か
有
し
て
い
な
い
上
、
平
沼
を
支
持
す
る
中
野
正
岡
は
そ
の
中
で
必
ず
し
も
多
数
派
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
平
沼
系
や
皇
道
派
は
そ
の
下
部
に
多
く
の
過
激
分
子
を
抱
え
る
な
ど
、
そ
の
内
包
す
る
矛
盾
は
大
き
か
っ
た
の
で
、
政
権
を
得
る

こ
と
は
で
き
て
も
成
功
す
る
要
素
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
に
も
拘
ら
ず
当
時
の
政
治
状
況
下
に
お
い
て
、
元
老
・
重
臣
勢
力
に
対
抗
す
る

権
力
核
で
あ
る
陸
軍
皇
道
派
が
斎
藤
内
閣
に
見
切
り
を
つ
け
た
時
、
平
沼
内
閣
構
想
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
～
九
三
三
年
一
」
○
月
の
五
相
会
議
ま
で
は
、
陸
軍
は
満
洲
事
変
の
処
理
が
そ
の
意
向
に
従
っ
て
進
行
し
て
い
た
以
上
、
斎
藤
内
閣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞

存
続
に
は
反
対
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
平
沼
内
閣
は
当
面
必
要
で
な
か
っ
た
し
、
平
沼
自
身
も
即
時
に
政
権
を
獲
得
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
政
党
は
そ
の
頃
没
落
の
速
度
を
早
め
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま
も
う
少
し
挙
国
一
致
内
閣
の
形
態
が
続
け
ば
政
党
内
閣

復
帰
の
可
能
性
は
な
く
な
り
、
そ
れ
だ
け
平
沼
内
閣
成
立
の
機
会
が
増
す
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
陸
軍
皇
道
派
の
指
導
者
・
荒
木
良
夫
陸
相
が
「
政

党
に
て
も
良
き
こ
と
を
為
す
な
ら
ば
よ
し
等
と
称
」
し
て
い
る
こ
と
は
平
沼
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
。
陸
軍
が
既
成
政
党
に
妥
協
的
で
あ
れ

ば
、
そ
の
政
権
構
想
は
一
挙
に
崩
れ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
平
沼
は
、
対
外
政
策
面
で
も
類
似
し
、
か
つ
皇
道
派
内
で
も
派
手

さ
は
な
い
が
荒
木
に
比
肩
す
る
力
を
持
つ
、
真
崎
甚
三
郎
参
謀
次
長
に
前
述
の
㈲
の
よ
う
に
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
真
崎
の
日
記
に

よ
る
と
、
そ
の
対
中
国
政
策
は
満
洲
国
承
認
後
穏
健
化
し
て
い
る
し
、
英
米
の
在
華
権
益
に
も
配
慮
を
見
せ
、
前
述
の
よ
う
に
対
ソ
策
で
も
荒

木
よ
り
は
温
和
で
、
こ
れ
ら
は
平
沼
の
意
向
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
荒
木
は
基
本
的
に
は
平
沼
の
支
持
者
で
あ
り
な
が
ら
、
平

沼
内
閣
運
動
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
プ
ラ
ス
要
因
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
①
　
周
知
の
よ
う
に
政
党
内
閣
期
に
お
い
て
も
森
惰
に
よ
る
平
沼
擁
立
運
動
が
な
さ
　
　
　
　
③
　
前
掲
、
「
倉
皇
勇
三
郎
爲
記
漏
一
九
三
三
年
五
月
二
四
臼
。
無
論
、
だ
か
ら
と

　
れ
て
い
た
が
、
平
沼
は
そ
れ
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
前
掲
、
『
真
崎
甚
三
郎
臼

記
』
一
九
三
二
年
二
月
一
七
日
に
よ
る
と
、
皇
道
派
の
小
畑
敏
四
郎
参
謀
本
部
作

戦
課
長
は
真
崎
に
対
し
、
森
が
平
沼
と
交
渉
を
重
ね
て
い
る
が
見
込
み
が
な
い
旨

　
を
洩
ら
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
。

②
『
葉
京
朝
田
新
聞
』
、
『
名
古
屋
新
聞
』
（
い
ず
れ
も
愛
知
県
立
麟
警
館
所
蔵
マ

　
イ
ク
即
フ
ィ
ル
ム
）
一
九
三
二
年
五
月
エ
一
日
。

雷
っ
て
平
沼
が
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
に
多
大
の
寄
与
を
し
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
し
、
元
老
・
重
臣
が
平
沼
を
フ
ァ
シ
ス
ト
で
あ
る
と
晃
な
し
警
戒
・
恐
怖
し

て
い
た
の
は
瑛
実
で
あ
る
。
し
か
し
国
体
至
上
虫
義
者
で
あ
り
、
そ
の
論
拠
と
す

べ
き
明
治
憲
法
の
運
用
方
法
の
監
視
役
と
し
て
そ
れ
ま
で
そ
の
存
在
を
誇
示
し
て

き
た
平
沼
が
、
前
掲
増
田
知
子
「
斎
藤
密
密
圏
一
致
内
閣
論
」
が
論
ず
る
よ
う
な

憲
法
停
翫
を
意
図
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
本
稿
で
も
示
し
得
て
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い
る
筈
で
あ
る
。

①
　
満
洲
事
変
勃
発
以
後
の
、
十
五
年
戦
争
の
‡
…
な
経
過
に
つ
い
て
は
、
江
口
去
二

　
瞬
．
十
一
ム
年
戦
紙
丁
小
山
ん
』
（
｛
育
仕
払
膏
…
園
店
、
　
　
九
八
六
職
掌
）
を
ム
β
躍
…
3

⑤
　
晶
嗣
掲
、
『
木
…
戸
一
帯
一
日
一
記
』
卜
｛
藤
一
、
　
一
九
…
…
…
二
年
五
目
月
…
六
田
。

⑥
　
三
浦
貫
一
『
森
惰
』
下
巻
（
高
肉
霞
院
、
　
九
四
三
年
）
八
　
三
～
四
頁
。

⑦
瞬
右
、
八
一
七
頁
。

③
　
前
掲
、
『
悲
園
導
公
と
政
局
』
第
二
巻
、
　
一
三
〇
、
二
二
一
頁
、
『
小
山
完
吾
霞

　
記
』
（
慶
応
通
信
、
一
九
五
五
年
）
一
九
三
二
年
五
月
二
五
日
。

⑨
　
田
中
時
彦
「
第
藍
○
代
斎
藤
内
閣
一
『
非
常
時
』
の
鎮
静
を
担
っ
て
…
」

　
（
林
茂
・
辻
清
明
編
『
霞
本
内
閣
史
録
3
隠
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
一
年
、

　
所
収
）
。

⑩
　
西
園
寺
の
私
設
秘
書
で
貴
族
院
議
員
の
原
田
熊
雄
は
、
政
友
会
が
分
裂
し
て
鈴

　
木
喜
三
郎
総
裁
が
斎
…
藤
内
閣
を
見
限
り
、
平
沼
、
軍
部
、
安
達
謙
蔵
と
結
ん
だ
り

　
す
る
と
、
折
角
比
量
し
か
け
て
い
る
事
態
を
逆
転
さ
せ
て
し
ま
う
と
憂
慮
し
て
い

　
る
（
前
掲
、
『
甑
園
寺
公
と
政
局
』
第
二
巻
、
四
〇
一
頁
）
。
ま
た
斎
藤
の
組
閣
に

　
関
与
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
枢
密
顧
問
官
・
久
保
田
譲
は
、
平
沼
は
政
権
を
担
当

　
す
る
よ
り
も
内
大
臣
に
な
る
人
で
あ
る
と
三
乗
枢
密
院
議
長
に
藷
っ
て
平
沼
内
閣

　
を
牽
制
し
て
い
る
（
前
掲
、
「
倉
當
勇
三
郎
日
記
」
一
九
三
一
　
年
雪
月
ご
一
日
）
。

⑪
前
掲
、
「
倉
蜜
勇
三
郎
日
詑
」
一
九
三
二
年
五
月
一
…
五
日
。

⑫
須
騎
慎
一
「
『
政
党
政
治
』
崩
壊
期
に
お
け
る
政
友
会
と
民
政
党
…
｛
九
三
二
～

　
雛
一
七
鞭
干
1
」
（
『
一
緬
胴
肱
酬
叢
』
第
七
五
巻
箕
山
ハ
障
万
、
　
一
九
七
六
晶
牛
）
。

⑬
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
臨
第
一
悪
、
八
○
頁
に
よ
る
と
、
平
沼
は
二
宮
治

　
重
参
謀
次
長
に
「
今
日
満
灘
に
日
本
が
兵
を
出
し
て
も
ア
メ
リ
カ
が
来
る
で
な
し
、

　
ロ
シ
ア
が
来
る
危
険
も
な
い
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
陸
軍
は
も
っ
と
進
ん
で
支
那
を
撃

　
た
ん
の
か
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

⑭
前
掲
、
『
真
崎
甚
三
郎
日
記
』
　
九
三
二
年
一
月
一
四
曝
。

⑯
前
掲
、
『
牧
野
伸
顕
日
記
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
六
日
。

⑯
前
掲
、
『
木
戸
幸
一
臼
紀
』
上
巻
、
一
九
三
三
年
一
月
二
五
日
、
前
掲
、
『
西
圏

　
寺
公
と
政
局
』
第
三
巻
、
五
頁
。

◎
前
掲
、
「
倉
富
勇
三
郎
β
記
」
一
九
三
三
年
二
月
一
三
臼
ワ

⑯
　
荒
木
は
、
熱
河
ど
こ
ろ
か
、
場
・
貧
に
よ
っ
て
は
中
圏
「
本
土
」
平
津
地
方
に
ま

　
で
兵
火
が
及
ぶ
可
能
性
を
示
唆
す
る
な
ど
強
硬
な
態
度
を
示
し
て
い
る
（
赫
掲
、

　
『
泌
園
寺
公
と
政
局
隔
第
二
巻
、
照
二
三
～
四
二
五
頁
）
。

⑲
前
掲
、
「
倉
富
勇
三
郎
日
記
」
一
九
三
三
年
…
月
一
八
日
。

⑳
　
『
真
崎
甚
黒
蓋
日
記
・
昭
和
一
〇
年
三
月
～
昭
和
一
一
年
三
月
』
（
近
代
臼
本
史

　
料
選
書
1
・
2
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
一
九
三
五
年
七
月
二
三
日
、
一

　
一
一
月
七
日
。

⑳
　
確
か
に
真
崎
は
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
や
東
支
鉄
道
買
収
交
渉
に
は
反
対
し
て
お

　
り
、
対
ソ
軍
備
の
充
実
に
よ
る
満
湖
へ
の
ソ
連
の
南
下
阻
止
に
つ
い
て
は
無
論
賛

　
成
で
あ
っ
た
が
、
当
面
ソ
連
と
進
ん
で
開
戦
す
る
気
は
な
く
（
前
掲
、
『
真
隣
甚

　
三
郎
口
口
記
』
　
一
九
　
二
二
年
論
ハ
n
月
二
「
七
R
【
、
　
一
九
三
五
年
一
月
二
六
R
…
）
、
　
北
几
木
・
う

　
の
態
ソ
　
争
論
な
ど
と
は
一
線
を
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。

⑳
　
平
沼
は
池
田
成
彬
に
薄
し
て
、
陸
軍
の
勢
い
を
外
に
向
け
な
い
と
危
険
な
の
で
、

　
こ
れ
を
ソ
連
に
向
け
た
ら
ど
う
か
と
語
っ
て
い
る
（
前
掲
、
『
木
戸
畢
　
日
記
』
上

　
巻
、
一
九
三
一
年
二
月
一
四
日
過
。

㊧
　
平
沼
は
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
ハ
最
早
反
古
ト
為
り
タ
リ
、
元
来
無
理
ナ
ル
コ

　
ト
多
ク
就
中
国
境
問
題
杯
ハ
独
逸
モ
織
工
難
キ
コ
ト
ナ
ラ
ン
、
イ
ッ
レ
’
今
～
度
ヤ

　
リ
直
サ
・
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
語
っ
て
い
る
（
前
掲
、
「
倉
富
勇
三
郎
日
記
」

　
一
九
三
四
年
一
月
一
七
日
）
。

⑳
　
平
沼
は
、
満
身
事
変
勃
発
当
初
の
一
九
三
一
年
一
〇
月
、
牧
野
内
火
距
に
対
し

　
て
、
ア
メ
リ
カ
に
適
当
な
人
物
を
派
遣
す
べ
ぎ
旨
を
語
っ
て
い
る
し
（
前
掲
、
「
倉

　
窟
勇
三
郎
日
記
」
｝
九
三
一
年
一
〇
月
工
一
日
）
、
　
一
九
三
二
年
初
頚
に
、
ア
メ

　
リ
カ
が
日
本
の
錦
州
占
領
に
対
し
ス
チ
ム
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
発
表
し
て
態
度

　
を
硬
化
さ
せ
る
と
、
「
英
圏
ナ
リ
仏
国
ナ
リ
回
付
テ
ハ
今
少
シ
手
ヲ
延
ハ
ス
コ
ト
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出
来
ソ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
語
り
（
同
一
九
三
二
年
六
月
八
臼
）
、
未
だ
日
本
に

対
し
て
決
定
的
な
態
度
を
見
せ
な
い
イ
ギ
リ
ス
、
ツ
ラ
ソ
ス
へ
の
接
近
を
志
向
し

　
始
め
、
特
に
日
仏
提
携
論
を
熱
心
に
支
持
し
て
い
た
（
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政

　
局
』
第
二
巻
、
三
入
九
～
三
九
一
頁
）
。

⑮
　
　
『
臼
本
皇
嗣
父
年
表
島
山
主
要
文
鞘
雷
』
下
巻
（
原
書
房
、
　
一
九
六
五
年
）
ご
〇
六
～

　
二
一
〇
頁
。

⑳
）
前
掲
、
佐
々
木
隆
「
挙
国
一
致
内
閣
期
の
桐
密
院
」
で
は
、
国
際
連
盛
脱
退
に

　
対
す
る
平
沼
の
態
度
を
根
拠
と
し
て
、
平
沼
は
斎
藤
内
閣
の
外
交
政
策
を
か
な
り

　
積
極
的
に
支
持
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
三
三
こ
入
～
三
月
に
釜

　
っ
て
は
脱
退
は
ほ
ぼ
不
可
避
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
以
て
そ
う
断
定
す

　
る
ぶ
は
で
き
な
い
。

⑰
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
二
巻
、
三
九
一
頁
。

⑳
前
掲
、
「
倉
當
勇
三
郎
日
記
」
一
九
一
篇
三
年
二
月
一
五
日
、
三
月
四
阿
。

⑳
　
伊
藤
之
雄
「
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
期
の
選
挙
法
改
正
問
題
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
＝

　
二
号
、
一
九
八
○
年
）
。

⑳
前
掲
、
須
崎
慎
一
「
『
政
党
政
治
』
崩
壊
期
に
お
け
る
政
友
会
と
民
政
党
」
。
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第
三
章
　
平
沼
内
閣
運
動
の
展
開
i
斎
藤
内
閣
後
半
期
t

第
醐
節
　
斎
藤
内
閣
の
動
揺
と
政
治
惰
勢
の
流
動
化

　
平
沼
が
一
九
三
三
年
に
入
っ
て
政
権
を
窺
う
動
き
を
見
せ
始
め
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
が
、
九
、
一
〇
月
頃
に
な
る
と
斎
藤
内
閣
の
倒
壊

を
予
測
し
て
そ
の
動
き
を
強
め
て
い
く
。
平
沼
は
五
・
一
五
事
件
に
対
す
る
海
軍
軍
法
会
議
の
判
決
が
出
る
と
、
時
局
の
趨
勢
は
ま
す
ま
す
困

難
に
な
る
と
観
測
し
て
少
壮
軍
人
の
暴
発
を
警
戒
し
、
ま
た
五
相
会
議
で
陸
軍
と
内
閣
が
衝
突
し
て
荒
木
陸
相
が
辞
任
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

＝
金
位
に
は
政
変
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
語
り
・
荒
木
に
倒
閣
姦
侵
す
る
か
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
加
・
ま
た
そ
の
政
権
へ
の
出
馬

の
意
志
も
明
確
化
し
て
く
る
。
平
沼
は
政
友
会
の
長
老
・
小
泉
策
太
郎
に
対
し
て
さ
え
出
馬
の
意
志
を
表
明
し
、
陸
軍
と
協
調
で
き
る
自
信
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

政
友
会
か
ら
床
次
派
を
引
抜
く
意
向
を
語
っ
た
。
ま
た
中
野
正
剛
を
通
じ
て
陸
軍
の
中
堅
幕
僚
と
連
絡
を
と
り
、
自
分
が
陸
軍
の
味
方
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
と
や
海
軍
の
了
解
も
万
全
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
宣
伝
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
倉
富
枢
密
院
議
長
に
対
し
て
は
、
職
務
上
政
権
へ
の
意
欲
な
ど

は
全
く
語
ら
な
か
っ
た
平
沼
が
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
よ
う
な
言
葉
を
吐
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
決
意
が
そ
れ
ま
で
に
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
④

窺
わ
せ
る
。
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そ
し
て
首
相
奏
薦
方
式
に
つ
い
て
、
平
沼
が
現
行
の
慣
例
を
頻
り
に
批
判
し
て
い
る
の
も
丁
度
こ
の
時
期
で
あ
る
α
平
沼
は
今
ま
で
は
元
老

と
内
大
臣
に
天
皇
が
下
問
し
て
来
た
が
（
実
際
は
西
園
寺
一
人
が
天
皇
に
奉
答
し
た
）
、
こ
れ
か
ら
は
枢
密
院
議
長
に
も
下
問
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

　
　
　
　
⑤

と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
首
相
奏
薦
権
を
元
老
の
専
権
か
ら
内
大
臣
、
枢
密
院
議
長
へ
分
割
し
て
西
園
寺
の
影
響
力
を
減
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
．
平
沼
の
牧
野
内
大
臣
へ
の
接
近
は
か
な
り
成
功
し
つ
つ
あ
っ
た
。
特
に
倉
富
枢
密
院
議
長
は
、
も
し
下
問

が
あ
れ
ば
平
沼
を
推
薦
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
も
し
倉
富
が
辞
任
し
、
慣
例
と
し
て
副
議
長
で
あ
る
平
沼
が
枢
密
院
議
長
に
な

っ
て
し
ま
え
ば
、
次
期
首
相
を
罷
指
す
時
の
足
枷
に
な
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
平
沼
に
と
っ
て
倉
富
議
長
の
存
在
は
重
要
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
倉
富
が
、
こ
の
年
の
四
月
頃
か
ら
幾
度
と
な
く
病
気
を
理
由
に
辞
意
を
洩
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
沼
に
と
っ
て
は
憂

慮
す
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
。
平
沼
は
二
上
兵
治
枢
密
院
書
記
官
長
と
と
も
に
、
そ
の
つ
ど
時
局
不
安
定
を
理
由
に
慰
留
し
、
何
と
か
辞
任
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
た
。
特
に
一
九
三
三
年
の
秋
に
倉
富
が
辞
意
を
表
明
し
た
時
に
は
、
ま
さ
に
な
り
ふ
り
構
わ
ず
必
死
に
な
っ
て
引
き
止
め
て
い

る
。
結
局
倉
富
は
渋
六
留
任
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
、
平
沼
は
　
書
し
て
形
式
的
に
だ
け
で
も
倉
富
を
議
長
の
椅
子
に
つ
け

て
置
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
平
沼
が
政
権
獲
得
へ
の
動
き
を
よ
り
強
め
た
の
は
、
導
出
会
議
の
結
果
如
何
に
よ
っ
て
は
陸
軍
と
斎
藤
内
閣
の
関
係
が
悪
化
し
、

よ
り
親
軍
的
な
内
閣
と
し
て
平
沼
内
閣
が
有
力
化
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
面
相
会
議
で
は
、
開
会
当
初
か
ら
荒
木
陸

相
の
主
張
が
承
認
さ
れ
る
の
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
。
早
く
も
第
三
回
会
議
後
の
一
〇
月
＝
一
日
に
は
、
中
野
正
剛
が
荒
木
側
近
の
鈴
木
貞

一
中
佐
（
陸
軍
省
新
聞
班
長
）
を
訪
問
し
、
平
沼
内
閣
に
つ
い
て
談
合
し
た
。
こ
の
時
鈴
木
は
「
平
沼
ト
難
モ
富
力
軍
ノ
考
ト
調
和
ス
ル
ナ
ラ
バ

可
ナ
リ
」
と
慎
重
で
あ
っ
た
が
、
「
吾
人
ハ
内
外
ノ
認
識
ヲ
同
シ
ウ
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
何
ト
モ
協
力
ス
」
と
語
り
、
面
相
会
議
不
首
尾
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
は
平
沼
擁
立
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
中
野
か
ら
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
平
沼
は
、
早
速
前
述
の
よ
う
に
自
分
が
陸
軍
中
堅
幕
僚
の
意

向
に
添
う
者
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
五
相
会
議
は
一
〇
月
二
〇
日
、
陸
軍
に
と
っ
て
事
態
は
好
転
せ
ぬ

ま
ま
終
幕
し
た
。
荒
木
陸
相
は
内
政
会
議
で
農
村
救
済
策
を
中
心
に
挽
回
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
困
難
を
感
じ
取
っ
た
鈴
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⑦

木
貞
一
ら
は
、
荒
木
に
対
し
「
内
閣
ハ
倒
ル
ル
モ
意
ト
セ
ス
陸
軍
ノ
案
ヲ
貫
徹
ス
ル
」
べ
き
で
あ
る
と
突
き
上
げ
た
。
最
早
鈴
木
ら
中
堅
幕
僚

は
斎
藤
内
閣
を
半
ば
見
限
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
陸
軍
は
、
一
九
三
三
年
五
月
に
塘
沽
停
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
、
満
洲
事
変
の
処
理
が
一
段
落
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
一
歩
進

め
「
一
九
三
五
、
六
年
の
危
機
」
を
提
唱
し
、
行
事
会
議
と
い
う
政
党
を
排
除
し
た
場
に
お
い
て
、
更
な
る
軍
備
の
充
実
と
対
ソ
強
硬
政
策
を

実
行
に
移
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
斎
藤
内
閣
が
こ
れ
ら
を
承
認
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
よ
り
親
心
的
な
内
閣
を
欲
す
る
よ

う
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
論
う
ま
で
も
な
く
そ
の
最
有
力
候
補
が
平
沼
内
閣
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
斎
藤
内
閣
は
、
内
政
会
議
あ
る
い
は
来
年
度
の
予
算
折
衝
の
展
開
次
第
で
は
倒
壊
の
可
能
性
も
出
て
き
た
。
平
沼
の
組
閣
を
支
持

す
る
人
々
は
当
然
内
閣
の
倒
壊
を
望
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
平
沼
自
身
も
荒
木
の
内
閣
に
対
す
る
強
硬
な
態
度
を
期
待
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
荒

木
は
内
政
会
議
で
も
そ
の
主
張
が
容
れ
ら
れ
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
最
後
ま
で
決
定
的
な
紛
糾
を
引
き
起
さ
ず
、
ま
た
単
独
辞
職
な
ど
に
よ
る
倒

閣
行
勤
を
即
製
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
荒
木
の
態
度
は
、
陸
軍
に
よ
る
倒
閣
を
期
待
し
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
意
外
で
あ
っ
た
し
不
満

も
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
　
～
一
月
一
四
臼
、
鈴
木
貞
一
が
真
崎
．
甚
三
郎
と
内
政
会
議
懸
案
の
農
村
問
題
に
つ
い
て
会
談
し
た
後
、
「
将
軍
ノ
心
事

不
明
ナ
リ
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
の
は
、
も
う
真
崎
が
内
政
会
議
を
見
限
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
真
崎
も
倒
閣
に
進
む
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
来
年
度
予
算
折
衝
の
閣
議
に
お
い
て
斎
藤
内
閣
の
危
機
は
深
刻
化
し
た
。
妾
時
艦
隊
派
の

力
が
最
も
強
く
な
っ
て
い
た
海
軍
は
、
軍
縮
条
約
失
効
後
の
建
艦
競
争
を
想
定
し
て
巨
額
な
予
算
を
要
求
し
た
が
、
高
橋
蔵
払
は
希
望
額
の
四

〇
％
し
か
認
め
ず
、
海
軍
の
内
閣
に
対
す
る
不
満
は
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
新
規
増
額
を
拒
否
さ
れ
た
農
林
省
を
加
え
た
蔵
・
海
・
農
の
三

省
間
の
紛
糾
は
内
閣
崩
壊
閥
近
を
思
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
鈴
木
貞
一
は
＝
月
一
二
日
、
現
内
閣
で
は
駄
目
で
あ
り
、
こ
れ
を
倒
す
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
陸
海
農
三
省
の
緊
密
な
連
絡
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
倒
閣
へ
進
む
べ
き
こ
と
を
荒
木
に
進
言
し
た
。
し
か
し
度
重
な
る
政
治

的
敗
北
に
よ
り
陸
軍
内
外
に
お
け
る
政
治
的
地
位
が
危
う
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
荒
木
は
、
予
算
問
題
で
の
倒
閣
を
圓
魅
し
た
の
み
な
ら
ず
、
内

欄
の
懇
願
を
容
れ
、
擁
軍
予
算
か
ら
一
〇
〇
〇
万
円
を
拠
出
し
て
そ
の
危
機
を
救
済
し
た
の
で
あ
る
。
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平沼内閣運動と斎藤内閣期の政治（堀田）

　
こ
の
荒
木
の
行
動
は
、
斎
藤
内
閣
を
倒
し
て
平
沼
擁
立
を
目
論
む
諸
勢
力
の
不
信
を
招
い
た
。
こ
の
問
題
に
よ
る
倒
閣
を
望
ん
で
い
た
海
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
、
荒
木
が
内
閣
に
助
け
船
を
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
不
信
の
念
を
起
こ
し
、
鈴
木
貞
｛
で
さ
え
「
此
決
心
ヨ
リ
生
ス
ル
不
利
ナ
ル
形
勢
二

こ
口
（
破
レ
）
用
心
ス
ヘ
キ
ヲ
具
申
」
す
る
が
容
れ
ら
れ
ず
、
「
海
軍
ノ
醜
状
見
ル
ニ
忍
ヒ
ス
。
後
藤
農
相
ニ
温
気
ノ
毒
ナ
リ
」
と
一
二
月
二
日

の
日
記
に
記
し
て
、
荒
木
の
一
〇
〇
〇
万
円
投
出
し
を
暗
に
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
荒
木
の
態
度
に
業
を
煮
や
し
た
真
崎
も
荒
木
に
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

閣
を
勧
告
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
荒
木
と
平
沼
の
不
和
説
さ
え
流
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
連
の
政
治
過
程
に
よ
っ
て
、
確
か

に
皇
道
派
の
陸
軍
内
部
に
お
け
る
勢
力
は
や
や
減
じ
た
が
、
必
ず
し
も
平
沼
と
合
致
し
な
く
な
っ
て
い
た
荒
木
が
没
落
し
、
代
わ
っ
て
よ
り
親

平
沼
的
な
真
崎
が
皇
道
派
の
中
心
に
立
っ
た
こ
と
は
、
平
沼
内
閣
運
動
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
面
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
次
節
で
述
べ
る
よ

う
に
、
一
九
三
四
年
に
入
る
と
、
平
沼
内
閣
運
動
が
最
も
力
を
得
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
満
洲
事
変
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
陸
軍
皇
道
派
に
委
任
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
多
少
の
横
暴
は
容
認
し
て
き
た
斎
藤
内

閣
も
、
満
洲
事
変
が
一
段
落
し
て
後
、
皇
道
派
が
更
に
自
分
た
ち
の
内
外
政
上
の
主
張
を
推
し
進
め
て
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
～
方
的

な
追
随
を
や
め
て
そ
の
一
定
の
抑
制
に
乗
り
出
し
た
。
そ
う
な
る
と
元
来
元
老
・
重
心
勢
力
、
既
成
政
党
な
ど
と
根
本
的
な
対
立
を
内
包
し
て

い
た
陸
軍
皇
道
派
を
中
心
と
す
る
諸
勢
力
は
、
そ
れ
ら
が
拠
る
斎
藤
内
閣
を
打
倒
し
て
平
沼
内
閣
の
成
立
を
要
望
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

尤
も
こ
の
頃
に
な
る
と
既
成
政
党
の
権
威
の
失
墜
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
危
機
感
か
ら
政
民
連
携
運
動
が
三
逝
年
の
後
半
か
ら
開
始
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
統
一
性
を
欠
き
新
聞
論
調
も
概
ね
冷
淡
で
あ
っ
た
。
ま
た
軍
部
批
判
を
す
る
老
も
あ
っ
た
が
そ
れ
も
一
部
で
あ
り
、
政

党
首
脳
部
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
排
撃
、
議
会
政
治
擁
護
を
連
呼
す
る
の
み
で
、
＝
一
月
に
政
民
両
党
の
大
同
団
結
連
舎
を
斡
旋
し
た
中
島
久
万
吉
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

工
梢
も
、
最
終
的
に
は
軍
部
と
の
提
携
を
目
指
す
旨
を
表
明
す
る
な
ど
、
本
質
的
に
は
反
軍
色
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
党
内
閣
復

帰
の
可
能
性
は
か
な
り
低
下
し
て
お
り
、
平
沼
ら
の
薩
接
的
な
政
治
的
攻
撃
対
象
は
元
老
・
重
臣
権
力
、
そ
れ
に
連
な
る
斎
藤
内
閣
へ
向
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
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第
二
節
　
平
沼
内
閣
運
動
の
高
揚

　
斎
藤
内
閣
は
何
と
か
一
九
三
三
年
末
の
危
機
を
乗
切
っ
た
が
、
年
が
明
け
て
再
開
さ
れ
た
第
六
五
議
会
に
お
い
て
、
政
党
の
大
岡
団
結
運
動

が
一
定
の
盛
上
が
り
を
見
せ
、
ま
た
軍
部
が
前
年
一
二
月
発
表
し
た
軍
民
離
間
声
明
に
対
す
る
非
難
が
な
さ
れ
た
。
陸
軍
皇
道
派
は
こ
れ
に
態

　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

度
を
硬
化
さ
せ
た
が
、
政
党
の
軍
部
攻
撃
は
や
は
り
不
徹
底
な
も
の
で
あ
り
、
政
民
連
携
運
動
も
政
党
内
部
の
紛
争
に
よ
っ
て
政
策
協
定
に
後

退
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
既
成
政
党
の
動
向
は
政
党
内
閣
復
帰
の
可
能
性
を
い
よ
い
よ
少
な
く
し
、
西
園
寺
側
近
の
原
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

熊
雄
で
さ
え
政
党
に
絶
望
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
西
園
寺
の
後
継
内
閣
の
選
択
肢
は
、
斎
藤
内
閣
、
或
い
は
同
種

の
内
閣
の
存
続
か
、
ま
た
は
皇
道
派
な
ど
が
希
望
す
る
内
閣
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
平
沼
系
勢
力
は
斎
藤
内
閣
へ
の
攻
撃
を
強
め
た
。
国
本
社
な
ど
の
右
翼
勢
力
は
所
謂
尊
氏
問
題
で
中
島
商
工
相
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

辞
職
に
追
い
込
み
、
平
沼
が
影
響
力
を
持
つ
司
法
省
（
検
察
当
局
）
は
帝
人
事
件
の
捜
査
を
強
引
に
進
め
る
な
ど
、
斎
藤
内
閣
に
圧
力
を
加
え
て

い
っ
た
。
三
四
年
の
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
時
期
に
お
い
て
、
原
田
熊
雄
が
「
平
沼
内
閣
の
運
動
は
こ
の
際
（
二
月
二
八
日
）
最
も
さ
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
あ
っ
て
」
「
後
継
内
閣
の
運
動
が
頗
る
さ
か
ん
に
な
り
、
所
謂
平
沼
一
派
の
運
動
は
ま
す
ま
す
猛
烈
と
な
っ
て
く
る
」
と
語
る
よ
う
に
、
平

沼
擁
立
の
気
運
が
最
も
高
ま
る
の
で
あ
る
。

　
陸
軍
に
お
い
て
も
、
宇
垣
一
成
朝
鮮
総
督
の
出
馬
の
風
説
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
沼
内
閣
へ
の
期
待
が
更
に
高
ま
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

鈴
木
貞
一
大
佐
は
原
田
熊
雄
や
木
矩
幸
一
か
ら
陸
軍
の
空
気
は
ど
う
か
と
問
わ
れ
て
、
「
矢
張
平
沼
説
有
力
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
答
え
て
い
る
。
陸

軍
ト
ヅ
プ
に
お
い
て
も
、
真
崎
教
育
総
監
や
荒
木
軍
事
参
議
官
は
無
論
異
存
な
く
、
皇
道
派
か
ら
桐
対
的
に
分
離
し
つ
つ
あ
っ
た
林
銑
十
郎
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

相
で
さ
え
平
沼
の
組
閣
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
た
。
林
は
現
内
閣
を
見
限
り
、
次
に
は
平
沼
を
要
望
す
る
と
と
も
に
宇
垣
内
閣
に
は
絶
対
反

　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
の
立
場
を
と
っ
た
。
ま
た
こ
の
頃
台
頭
し
つ
つ
あ
り
、
皇
道
派
首
脳
の
党
派
的
人
事
、
政
治
的
無
能
、
軍
内
統
制
力
の
欠
如
、
北
進
論
的
対

外
路
線
な
ど
に
反
感
を
持
ち
、
後
に
皇
道
派
を
控
軍
か
ら
排
除
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
統
制
派
幕
僚
の
中
で
も
、
特
に
皇
道
派
に
反
抗
的
で
あ
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⑳

つ
た
東
条
英
機
軍
事
調
査
部
長
で
さ
え
、
宇
垣
内
閣
阻
止
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
て
い
た
。
つ
ま
り
皇
道
派
、
統
制
派
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
立
派
の
林
陸
相
は
少
な
く
と
も
反
宇
垣
で
一
致
し
て
お
り
、
平
沼
の
組
閣
を
程
度
の
差
は
あ
れ
支
持
し
て
い
た
。
海
軍
方
面
で
も
、
当
時
全

盛
期
に
あ
っ
た
艦
隊
派
の
中
心
人
物
、
加
藤
寛
治
軍
事
参
議
官
が
一
貫
し
て
平
沼
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
平
沼
は
軍
部
主
流
の
支
持
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
元
老
・
重
臣
方
面
に
お
い
て
も
平
沼
内
閣
や
む
な
し
の
声
が
出
始
め
た
。
政
友
会
の
内
紛
を
見
て
失
望
し
た
原
田
熊
雄
は
「
大
シ
タ
事

ハ
出
来
」
な
い
だ
ろ
う
と
予
測
し
つ
つ
も
、
「
一
度
（
平
沼
に
政
権
を
）
渡
シ
テ
見
ル
悪
留
然
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
近
衛
文
麿
、

木
戸
幸
一
、
原
田
ら
は
「
急
変
ノ
場
合
次
期
政
権
ハ
一
応
平
沼
ヲ
出
ス
ノ
外
ナ
カ
ラ
ン
、
ト
ノ
結
論
二
野
」
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
第
一
章
で

述
べ
た
よ
う
に
牧
野
内
大
臣
に
対
す
る
平
沼
の
工
作
は
進
み
つ
つ
あ
り
、
宮
中
の
外
堀
は
埋
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
問
題
は
総
本
山
の
元
老
・
西

園
寺
公
望
の
意
向
で
あ
っ
た
。

　
周
知
の
ご
と
く
函
園
寺
は
一
貫
し
て
平
沼
を
忌
避
し
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
、
平
沼
が
西
園
寺
に
政
治
的
進
出
を
阻
ま
れ

た
と
い
う
定
説
は
無
論
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
西
園
寺
が
最
も
恐
れ
て
い
た
の
は
、
平
沼
が
宮
中
に
入
り
天
皇
の
側
近
に
な
っ
て
い
く
こ
と

で
あ
っ
た
。
西
園
寺
は
天
皇
や
皇
族
に
政
治
的
そ
の
他
の
責
任
が
及
ぶ
こ
と
を
非
常
に
嫌
っ
て
い
た
の
で
、
軍
部
が
横
暴
を
極
め
て
も
、
天
皇

自
身
の
力
を
直
接
利
用
し
て
こ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
は
極
力
回
避
し
て
い
た
し
、
閑
院
急
診
仁
親
王
や
伏
見
宮
博
恭
王
が
統
帥
部
の
責
任
者
に

な
る
こ
と
に
も
反
対
し
た
。
し
か
し
平
沼
は
そ
れ
と
は
全
く
逆
の
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
天
皇
や
皇
族
が
も
っ
と
政
治
的
な
行
動
を
し
て
然
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

べ
き
で
あ
る
と
の
集
解
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
元
来
右
翼
的
な
諸
団
体
を
背
景
に
持
っ
て
い
る
平
沼
を
天
皇
に
近
づ
け
る

こ
と
は
、
蔭
園
寺
に
と
っ
て
絶
対
に
許
す
べ
き
で
な
か
っ
た
。
勿
論
西
園
寺
は
平
沼
の
組
閣
に
も
強
く
反
対
し
て
い
た
が
、
そ
の
言
動
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

平
沼
内
閣
で
も
止
む
を
得
な
い
と
い
う
態
度
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
平
沼
を
枢
密
院
議
長
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
関
し
て
は
一
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

妥
協
的
な
態
度
を
見
せ
ず
、
時
に
は
感
情
的
に
な
る
ほ
ど
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
平
沼
は
そ
の
相
違
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
西

園
寺
へ
の
対
応
を
誤
ら
し
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
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こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
西
園
寺
は
平
沼
内
閣
を
極
力
避
け
た
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
適
当
な
首
栢
候
補
が
見
当
ら
な
い
の
が

実
情
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
政
党
内
閣
復
帰
は
最
早
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
平
沼
内
閣
に
よ
っ
て
軍
部
を
助
長
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
西

園
寺
と
し
て
は
、
皇
道
派
に
反
感
を
持
ち
、
既
成
政
党
と
も
パ
イ
プ
を
有
し
、
穏
健
派
と
目
さ
れ
て
い
た
宇
垣
一
成
に
組
閣
さ
せ
て
軍
部
を
抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

制
さ
せ
る
と
い
う
手
段
も
一
つ
の
切
札
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
当
時
の
軍
部
方
面
に
お
け
る
反
宇
垣
運
動
は
特
に
激
化
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を

決
断
す
る
の
も
極
め
て
危
険
な
賭
け
で
あ
っ
た
。
故
に
「
近
衛
は
絶
対
に
受
け
な
い
と
い
う
や
う
な
こ
と
は
寧
ろ
言
は
な
い
で
う
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

お
い
た
方
が
い
い
。
そ
れ
が
や
は
り
平
沼
、
宇
壇
を
一
方
に
牽
翻
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
語
り
、
も
う
少
し
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
西
園
寺
と
し
て
は
斎
藤
の
続
投
が
最
も
望
ま
し
か
っ
た
。
三
四
年
　
灘
月
下
旬
に
斎
藤
首
根
が
辞
意
を
洩
ら
し
た
時

も
、
西
野
寺
は
強
く
内
閣
の
継
続
を
求
め
、
斎
藤
を
翻
意
さ
せ
て
政
変
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
斎
藤
内
閣
は
疑
獄
事
件
、
思
想
事
件

な
ど
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
そ
の
寿
命
も
尽
き
つ
つ
あ
っ
た
。
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第
三
節
　
平
沼
内
閣
運
動
の
挫
折

　
こ
の
よ
う
に
平
沼
擁
立
が
有
力
化
し
て
い
る
中
、
平
沼
自
身
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
発
端
は
、
そ
れ
ま
で
平
沼
が
慰

留
に
努
め
て
い
た
倉
富
枢
密
院
議
長
の
辞
任
が
い
よ
い
よ
決
定
的
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
　
節
で
述
べ
た
理
由
か
ら
倉
寓
の
在
任
を
強
く

希
望
し
て
い
た
平
沼
の
説
得
も
空
し
く
、
遂
に
～
九
三
四
年
四
月
二
五
目
、
倉
窟
は
斎
藤
欝
相
に
辞
意
を
表
明
し
て
後
任
に
平
沼
を
推
薦
し
た
。

お
そ
ら
く
平
沼
は
、
如
何
に
西
園
寺
と
難
も
、
慣
例
を
敢
え
て
破
っ
て
ま
で
自
分
の
議
長
昇
格
を
阻
止
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
考
え
て
い
た
。

け
れ
ど
も
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
は
平
沼
を
枢
密
院
議
長
に
す
る
こ
と
こ
そ
西
園
寺
が
最
も
忌
避
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
斎

藤
首
椙
も
条
件
つ
き
な
が
ら
平
沼
昇
格
に
同
意
し
、
宮
中
で
も
そ
れ
も
や
む
な
し
と
の
山
気
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
西
園
寺
は
、
斎
藤
が
元

老
へ
の
天
皇
の
下
問
を
願
い
出
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
前
例
の
な
い
こ
の
下
問
に
対
し
積
極
的
に
意
見
を
主
張
し
た
，
そ
し
て
五
月
三
臼
、
平

沼
に
強
硬
に
反
対
す
る
蔭
園
寺
の
推
薦
す
る
、
一
木
喜
徳
郎
龍
宮
相
が
後
任
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
は
平
沼
に
と
っ
て
大
き
な
シ
ョ
ヅ
ク
で
あ
っ
た
。
慣
例
化
し
て
い
た
半
ば
当
然
の
昇
格
さ
え
西
園
寺
に
露
骨
に
阻
止
さ
れ
た
平
沼
は
、

西
園
寺
の
忌
避
は
最
早
如
何
と
も
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
西
園
寺
が
実
質
上
の
指
名
権
を
持
つ
首
相
な
ど
に
な
る
こ
と
は
絶
対
不
可

能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
主
要
な
新
聞
・
雑
誌
は
こ
の
異
例
の
人
事
を
好
意
的
に
報
道
し
、
平
沼
昇
格
阻
止
に
抗
議
す
る
論
調
は
全
く
な
か
っ

鍛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
。
政
党
系
の
新
聞
な
ど
は
、
元
老
・
重
臣
が
平
沼
フ
岬
ノ
ヅ
シ
ョ
内
閣
を
封
じ
よ
う
と
し
た
と
観
測
し
た
。
平
沼
は
前
述
し
た
西
國
寺
の
心
中

を
読
み
誤
っ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
動
向
や
、
ま
た
常
に
西
園
寿
が
そ
の
言
動
な
ど
で
平
沼
を
牽
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
沼
は
加
藤
寛
治
に
対
し
、
西
園
寺
が
生
き
て
い
る
間
は
輝
々
は
首
相
に
は
な
れ
な
い
と
諮
る
な
ど
、

首
相
の
座
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
組
閣
を
断
念
し
た
平
沼
で
あ
っ
た
が
、
宇
垣
擁
立
の
動
き
は
続
い
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
斎
藤
内
閣
の
命
脈
は
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
し
て
い

た
。
そ
こ
で
平
沼
は
近
日
の
政
変
に
対
応
す
る
た
め
加
藤
寛
治
擁
立
運
動
を
隔
始
す
る
。
五
月
二
二
巳
、
平
沼
は
真
崎
甚
一
黒
本
を
自
邸
に
呼
び
、

重
大
な
時
局
を
認
識
し
て
い
な
い
と
し
て
元
老
・
重
臣
を
非
難
し
、
自
分
は
全
く
誤
解
さ
れ
て
権
威
が
な
い
の
で
、
組
閣
を
断
念
し
て
代
わ
り

に
加
藤
寛
治
を
擁
立
、
平
沼
自
身
は
こ
れ
を
陰
な
が
ら
補
佐
す
る
旨
を
申
し
入
れ
、
そ
の
た
め
に
は
陸
海
軍
の
結
束
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

真
崎
は
一
応
同
意
し
た
が
、
こ
の
平
沼
の
加
藤
擁
立
は
全
く
突
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
陸
軍
を
芦
惑
わ
せ
た
。
林
陸
糟
も
賛
意
は
示
し
た
が
、

加
藤
が
海
軍
に
偏
重
し
て
満
洲
問
題
を
軽
視
す
る
こ
と
を
懸
念
し
、
荒
木
も
大
体
同
意
と
言
い
な
が
ら
も
「
陸
海
（
軍
）
一
体
ノ
点
ハ
危
ブ
マ

ル
」
と
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
真
崎
で
さ
え
、
平
沼
が
陸
海
軍
が
一
致
す
れ
ば
見
込
み
あ
り
と
瀟
う
の
を
聞
き
「
之
二
対
シ
尚
ホ
疑
問
ヲ
有
セ
シ

モ
、
（
平
沼
）
男
ノ
度
量
二
信
頼
」
し
、
ま
た
「
此
が
成
功
セ
ザ
ル
場
合
ニ
チ
モ
宇
垣
ノ
出
鼻
ヲ
挫
ク
ニ
一
応
有
効
ノ
方
法
」
で
あ
る
と
考
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

の
で
賛
成
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
陸
軍
は
加
藤
内
閣
が
海
軍
偏
重
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の
点
陸
海
軍

へ
の
公
平
な
利
益
分
配
者
と
し
て
の
平
沼
の
組
閣
が
最
も
望
ま
し
か
っ
た
。
陸
軍
首
脳
は
こ
の
平
沼
の
変
節
に
｝
種
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
た
。

林
陸
相
は
平
沼
の
加
藤
推
挙
を
知
り
な
が
ら
も
依
然
と
し
て
平
沼
擁
立
を
主
参
し
て
い
た
し
、
真
崎
は
加
藤
へ
の
協
力
を
約
し
な
が
ら
も
加
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

擁
立
を
宣
伝
す
る
の
を
控
え
よ
う
と
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
平
沼
擁
立
に
動
い
て
い
た
樺
山
資
英
は
こ
れ
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。
掬
藤
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寛
治
も
平
沼
の
依
頼
を
受
け
て
政
権
獲
得
に
乗
り
出
し
た
が
、
陸
軍
と
は
異
な
り
、
軍
縮
条
約
に
は
反
対
し
つ
つ
も
、
軍
旗
が
政
治
的
に
動
く

こ
と
に
は
ま
だ
否
定
的
な
空
気
が
強
か
っ
た
海
軍
部
内
の
反
感
を
か
え
っ
て
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。
平
沼
は
西
園
等
に
加
藤
を
推
薦
し
、
樺
山

に
牧
野
内
府
を
説
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
林
陸
相
と
会
見
し
た
り
と
か
な
り
精
力
的
に
動
い
た
が
、
周
囲
の
人
女
に
と
っ
て
も
成
算
が
あ
る

と
は
思
わ
れ
ず
、
平
沼
の
独
り
相
撲
の
観
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
平
沼
は
軍
部
の
独
走
を
抑
調
で
き
る
の
は
自
分
し
か
い
な
い
と
自
負
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
自
分
が
政
権
を
獲
れ
な
い
以
上
軍
人
自
身
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

軍
部
を
統
御
さ
せ
る
し
か
な
く
、
「
不
十
分
ニ
チ
モ
」
加
藤
の
外
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
加
藤
擁
立
は
、
政
党
に
対
し
て
柔
軟
な
態
度

を
有
し
、
元
老
・
重
臣
の
意
を
受
け
平
沼
や
皇
道
派
を
抑
圧
す
る
と
予
測
さ
れ
る
輪
姦
一
成
出
馬
へ
の
牽
制
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。

　
確
か
に
こ
れ
が
圧
力
と
な
り
、
西
園
寺
は
宇
垣
を
奏
薦
す
る
こ
と
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
平
沼
が
自
ら
組
閣
を
断
念
し
た
こ
と

は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
元
老
・
重
臣
方
面
で
は
、
五
月
頃
か
ら
海
軍
穏
健
派
の
岡
田
啓
介
前
海
相
が
首
相
候
補
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
が
、
西

園
寺
は
岡
田
に
対
す
る
不
安
が
あ
っ
て
次
期
内
閣
の
目
算
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
故
に
平
沼
が
組
閣
を
断
念
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
運
動
を
続
け

て
い
っ
た
な
ら
ば
、
西
園
寺
は
よ
り
困
難
な
状
況
に
陥
り
、
平
沼
に
組
閣
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
点
候
補

者
が
加
藤
な
ら
ば
全
く
問
題
外
で
あ
り
、
宇
垣
は
無
理
と
し
て
も
岡
田
を
擁
立
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
。
結
局
七
月
三
日
、
西
園

寺
は
重
臣
会
議
の
賛
成
を
確
認
の
上
岡
田
啓
介
を
奏
薦
し
、
岡
田
内
閣
成
立
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
以
上
本
節
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
平
沼
内
閣
運
動
は
、
斎
藤
内
閣
と
そ
れ
を
支
持
す
る
元
老
・
重
臣
権
力
に
政
権
を
要
求
す

る
平
沼
系
と
、
非
協
力
的
に
な
っ
た
斎
藤
内
閣
を
見
限
り
、
よ
り
以
上
の
親
軍
的
内
閣
を
期
待
す
る
軍
部
の
連
携
運
動
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
は
元
老
・
重
臣
勢
力
が
期
待
す
る
宇
垣
内
閣
の
実
現
を
阻
止
し
、
ま
た
結
果
的
に
は
こ
の
一
連
の
政
治
過
程
を
通
じ
て
政
党
内
閣
復
帰
の

余
地
が
ほ
ぼ
消
え
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
平
沼
が
政
治
的
判
断
を
誤
り
、
早
期
に
組
閣
を
断
念
し
て
加
藤
寛
治
擁
立
に
乗
り
出
し
た
た

め
、
西
園
寺
は
こ
の
危
機
を
何
と
か
乗
切
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

　
平
沼
は
今
個
の
経
緯
か
ら
支
持
者
た
ち
の
不
信
を
招
き
、
そ
れ
以
後
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
自
身
の
政
治
釣
意
欲
の
低
下
、
主
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平沼内閣運動と斎藤内閣期の政治（堀田）

要
な
支
持
勢
力
で
あ
る
陸
軍
皇
道
派
、
海
軍
艦
隊
派
の
没
落
な
ど
に
よ
り
、
以
後
平
沼
内
閣
運
動
は
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
一
九
三
六
年
の
二
・

二
六
事
件
ま
で
に
は
ほ
ぼ
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。

①
前
掲
、
「
倉
寓
勇
三
郎
嗣
記
」
一
九
三
三
年
一
〇
月
九
臼
。

②
　
前
掲
、
『
木
戸
幸
一
日
紀
』
上
巻
、
一
九
三
三
年
一
一
月
八
一
。

③
伊
藤
隆
・
佐
々
木
叢
叢
「
鈴
木
貞
｝
日
記
－
昭
和
八
年
…
」
（
『
史
学
雑
灘
讐
第

　
八
七
編
第
～
号
、
一
九
七
八
年
、
所
収
）
一
九
三
三
年
一
〇
月
一
五
日
。

④
前
掲
、
「
面
汚
勇
三
郎
日
記
」
一
九
＝
…
三
年
一
〇
月
九
日
。
平
沼
は
「
今
後
ノ

　
内
閣
ハ
如
何
ナ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
タ
ラ
バ
宜
シ
カ
ル
ヘ
キ
カ
、
自
分
（
平
沼
）
等
ハ

　
劉
ヨ
リ
何
ノ
職
責
モ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
臣
下
ト
シ
テ
ハ
縮
当
考
慮
ス
ヘ
キ
コ
ト

　
ナ
ラ
ソ
ト
思
フ
」
と
語
っ
て
い
る
。

⑤
昼
鳶
、
一
九
三
三
年
九
月
八
日
、
二
七
日
、
一
〇
月
島
瞬
。

⑥
前
掲
、
「
鈴
木
良
　
日
記
」
一
九
三
三
年
一
〇
月
＝
一
日
。
こ
の
時
期
、
鈴
木

　
貞
一
は
皇
道
派
で
、
陸
軍
省
新
聞
班
長
と
し
て
荒
木
陸
相
の
側
近
に
あ
っ
た
が
、

　
一
方
で
原
田
熊
雄
や
木
戸
幸
一
、
近
衛
文
磨
な
ど
の
元
老
・
重
臣
に
関
係
の
深
い

　
人
々
と
も
颪
識
が
あ
り
、
皇
道
派
将
校
の
中
で
は
比
較
的
平
沼
を
相
対
的
に
考
え

　
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

⑦
前
掲
、
「
鈴
木
貞
～
日
記
」
一
九
三
三
年
一
一
月
三
艮
。

⑧
佐
々
木
隆
「
荒
木
陸
相
と
五
臓
会
議
」
（
『
史
学
雑
誌
駈
第
八
八
編
第
三
号
、
一

　
九
八
○
年
）
。

⑨
　
「
畑
俊
六
日
誌
」
（
『
続
現
代
史
資
料
4
・
陸
軍
』
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
三

　
年
、
所
収
）
一
九
三
四
年
二
月
二
日
。

⑩
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
隔
第
三
巻
、
二
〇
九
頁
。

⑬
民
政
党
系
の
前
掲
、
『
名
古
量
新
聞
』
の
論
調
は
全
く
政
民
連
携
運
動
を
評
鯛

　
し
て
お
ら
ず
、
政
友
会
系
の
『
新
愛
知
』
（
愛
知
県
立
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

　
ル
ム
）
は
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
少
し
評
価
は
高
め
で
は
あ
る
が
、
何
れ
も
フ
ァ
シ
ズ

　
ム
は
非
難
し
つ
つ
も
軍
部
と
の
対
訣
姿
勢
は
殆
ど
見
せ
て
炉
癒
炉
。
序
章
の
識
①

　
で
挙
げ
た
坂
野
、
酒
井
両
氏
の
研
究
は
、
こ
の
政
民
連
携
運
動
を
軍
都
と
政
党
の

　
激
突
、
「
反
軍
州
民
党
連
合
的
」
性
格
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
が
、
も
し
そ
う

　
な
ら
ば
政
党
系
新
聞
に
さ
え
そ
の
濫
掘
が
観
察
さ
れ
な
い
こ
と
と
整
合
し
な
い
。

　
政
毘
連
携
運
動
を
過
大
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑫
前
掲
、
『
名
古
屋
新
聞
』
一
九
三
三
年
一
臨
月
二
〇
日
。
尚
、
前
掲
、
『
東
京
朝

　
日
新
聞
』
の
一
九
三
三
年
ご
一
月
二
三
日
の
社
説
は
、
こ
の
政
民
連
携
を
全
く
評

　
価
し
て
い
な
い
。

⑫
伊
藤
隆
・
佐
々
木
隆
編
「
鈴
木
貞
一
日
記
一
昭
和
九
年
1
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第

　
八
七
編
第
四
号
、
一
九
七
八
年
、
所
収
）
一
九
三
四
年
一
月
二
五
日
。

⑭
　
民
政
党
は
早
々
と
軍
門
へ
の
質
問
を
禁
じ
（
前
掲
、
『
新
愛
知
』
一
九
三
郷
年
一

　
月
二
七
日
）
、
政
友
会
は
自
由
放
任
と
し
つ
つ
も
党
方
針
に
は
な
っ
て
い
な
い
（
同

　
二
六
日
）
。
　
二
七
日
の
『
新
愛
知
』
社
説
は
、
軍
部
に
対
す
る
自
由
な
論
議
が
潟

　
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
評
価
し
つ
つ
も
、
軍
民
離
間
声
明
に
関
し
て
は
、
軍

　
部
の
行
き
過
ぎ
は
あ
る
が
止
む
を
得
な
い
面
も
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
論

　
議
は
か
え
っ
て
軍
民
離
闘
を
招
く
の
で
止
め
た
ほ
う
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
ま
た

　
前
掲
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
一
九
三
四
年
一
月
二
五
日
、
二
七
日
の
社
説
も
ほ

　
ぼ
同
様
の
論
調
で
あ
っ
た
。

⑮
前
掲
、
「
鈴
木
貞
一
日
記
」
一
九
三
四
年
二
月
一
五
日
。

⑩
前
掲
、
『
重
臣
た
ち
の
昭
和
史
』
上
、
二
五
三
～
四
頁
。

⑰
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
三
巻
、
二
四
五
～
六
頁
。

⑱
前
掲
、
「
鈴
木
貞
一
日
記
」
一
九
三
四
年
一
月
三
一
臼
。

⑲
　
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
隔
第
三
巻
、
二
四
六
頁
。

⑳
前
掲
、
「
鈴
木
貞
一
日
記
」
～
九
三
四
年
二
月
一
四
臼
。

②
　
伺
右
、
一
月
二
黒
眉
。
ま
た
持
期
が
や
や
下
る
が
、
掌
垣
が
斎
藤
内
閣
総
辞
職
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蔚
に
よ
獄
し
て
ぎ
た
蒔
に
、
統
翻
派
の
指
導
者
・
永
田
鉄
山
軍
務
局
長
も
羅
宇
燈

　
大
将
は
や
は
り
早
く
朝
鮮
に
帰
ら
れ
た
方
が
い
い
」
と
原
田
熊
雄
に
語
る
な
ど
（
前

　
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
隔
第
三
巻
、
三
二
七
頁
）
、
宇
垣
内
閣
を
望
ん
で
い
な
か

　
つ
た
と
み
ら
れ
る
。

＠
　
最
短
で
宇
垣
内
閣
を
望
ん
で
い
た
の
は
南
次
郎
派
だ
け
で
あ
っ
た
。
岡
田
内
閣

　
成
立
後
は
、
反
皇
道
派
で
南
派
と
利
害
が
一
致
し
た
統
綱
派
も
、
こ
の
時
は
宇
垣

　
内
閣
に
は
絶
対
反
対
で
南
郷
と
の
提
携
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
林
陸
根
が
皇

　
道
派
一
辺
倒
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
林
と
皇
道
派
が
平
沼
支
持
で
協

　
題
す
る
限
り
、
貿
管
派
の
勢
力
は
宋
だ
小
さ
く
、
皇
道
派
の
陸
軍
内
部
に
お
け
る

　
優
位
は
維
持
さ
れ
る
。
そ
の
点
平
沼
内
閣
の
威
否
は
皇
道
派
に
と
っ
て
重
要
で
あ

　
つ
た
。

⑭
　
龍
掲
、
「
鈴
木
貞
一
日
記
扁
一
九
三
四
年
二
月
一
五
目
。

⑭
　
平
沼
は
、
閑
院
宮
や
伏
見
宮
が
陸
海
軍
の
上
に
立
っ
た
の
は
よ
い
こ
と
で
あ
り
、

　
皇
族
は
責
任
の
あ
る
地
位
に
就
く
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
主
張
は
全
く
破
れ
た
と

　
語
り
西
園
寺
を
批
判
し
て
い
る
（
憩
掲
、
「
倉
富
勇
～
二
郎
臼
記
」
一
九
三
二
年
一
一
月

　
三
日
）
。
　
こ
の
前
後
に
も
、
　
ロ
ン
ド
ン
条
約
問
題
に
際
し
て
一
木
喜
徳
郎
宮
相
が

　
皇
族
の
枢
密
院
本
会
議
列
席
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
平
沼
は
非
難
し
て
い
る
し

　
　
（
同
一
九
三
〇
年
六
月
二
三
日
）
、
軍
部
の
統
制
に
つ
い
て
、
皇
族
も
事
態
の
駅

　
拾
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
（
同
一
九
三
三
年
九
月
工
七
鷺
）
。
ま

　
た
致
府
と
軍
令
部
が
見
解
を
異
に
し
た
場
合
、
天
皇
の
直
撞
の
意
志
に
よ
る
枢
密

　
院
へ
の
諮
諭
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
（
同
一
九
三
〇
年
五
月
二
一
日
）
、
天
皇
の
政

　
治
闘
与
を
期
待
し
て
い
た
。

㊥
　
前
掲
、
『
西
翻
寺
公
と
政
局
』
第
二
巻
、
　
一
三
〇
、
　
エ
ニ
一
頁
、
　
岡
第
三
巻
、

　
三
〇
四
貰
、
前
掲
、
糀
小
出
完
蕎
日
記
臨
一
九
三
二
年
五
月
工
薫
醸
。

⑳
　
原
細
熊
雄
述
『
醐
園
寺
公
と
政
局
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
）
二

　
二
九
、
三
圏
四
頁
。

⑳
筋
掲
の
坂
野
、
酒
量
両
氏
の
研
究
で
は
宇
垣
一
成
を
政
民
連
立
内
閣
の
首
班
と

　
し
て
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
論
拠
が
、
政
界
の
真
偽
の
不
確
か
な
矛
盾
す

　
る
諸
情
報
を
政
界
情
報
社
の
記
者
が
収
拾
し
て
政
治
家
に
飯
酸
し
た
「
政
界
情
報
」

　
（
「
斎
藤
実
文
需
」
）
に
依
拠
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
宇
垣
の
日
記
に
も
、
五
・

　
一
五
事
件
以
後
こ
の
時
期
ま
で
、
政
民
連
携
運
動
を
評
価
す
る
記
述
が
田
舞
ら
な

　
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
事
実
と
し
て
認
め
難
い
。
前
掲
、
『
名
古
屋
新
聞
』
、
『
漸
愛

　
知
』
を
通
読
し
て
も
、
民
政
党
に
宇
垣
を
総
裁
に
迎
え
る
動
き
が
あ
る
こ
と
は
伝

　
え
ら
れ
る
が
、
政
民
連
立
内
閣
自
体
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
宇
垣
が

　
そ
の
首
班
に
な
る
と
い
っ
た
記
事
は
殆
ど
な
い
。
仮
に
こ
の
時
期
に
宇
垣
内
閣
が

　
成
立
し
て
も
、
基
本
的
に
は
斎
藤
内
閣
と
岡
タ
イ
プ
の
挙
圏
一
致
内
閣
で
あ
り
、

　
そ
の
利
点
は
宇
垣
が
如
何
に
軍
部
を
統
制
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

＠
　
前
掲
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
三
巻
、
二
五
七
頁
。

＠
新
聞
で
は
、
『
東
京
朝
沼
新
聞
』
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
、
『
読
売
新
聞
』
（
い
ず
れ

　
も
国
立
圏
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
な
ど
の
　
九
三
四
年
五
月
四
、

　
二
子
。
　
雑
誌
で
は
『
中
央
公
論
』
、
『
改
造
陳
、
『
文
芸
春
秋
躁
（
い
ず
れ
も
国
立
国

　
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
の
一
九
三
四
年
六
月
号
。

⑳
前
掲
、
『
名
古
屋
新
聞
』
、
『
新
愛
知
』
一
九
三
照
年
五
月
四
目
。

⑭
　
坂
井
琴
南
脚
．
英
傑
加
藤
寛
治
…
景
南
回
想
記
隔
（
一
九
八
五
年
、
　
ノ
ー
ベ
ル
諮

　
房
）
　
一
〇
五
頁
。

＠
前
掲
、
『
真
崎
甚
猛
郎
臼
記
』
一
九
一
二
四
年
五
月
二
二
罠
。

｛D　＠　pt」　pt　＠・

同
＋
欄
、
　
五
月
一
ご
濫
日
、
　
二
二
日
。

岡
右
、
五
月
三
〇
暇
。

岡
右
、
　
山
ハ
月
一
四
R
［
。

醗
右
、
五
月
三
〇
田
。

前
掲
、
「
倉
富
勇
三
郎
日
記
」

一
九
三
四
一
年
部
門
月
二
一
田
。
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終
章
　
お
　
わ
　
り
　
に

平沼内閣運動と斎藤内閣期の政治（堀田）

　
最
後
に
、
本
稿
で
新
し
く
示
し
得
た
主
な
論
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

　
第
一
に
は
、
平
沼
内
閣
運
動
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
来
、
平
沼
内
閣
運
動
は
、
犬
養
内
閣
期
、
斎
藤
内
閣
前
半
期
に
お
い
て
の
、

森
恪
が
運
動
し
て
い
た
時
期
が
展
開
期
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
そ
の
時
期
に
は
平
沼
内
閣
実
現
の
可
能
性
は
相
対

的
に
低
く
、
斎
藤
内
閣
前
半
期
は
む
し
ろ
一
時
的
低
調
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
む
し
ろ
そ
れ
が
再
始
動
す
る
の
は
森
の
死
後
一
九
三
三
年
に
入

っ
て
か
ら
で
、
本
格
化
す
る
の
は
同
年
秋
の
五
更
会
議
以
後
、
そ
し
て
可
能
性
が
最
も
高
ま
る
の
は
一
九
三
四
年
の
一
～
四
月
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
挫
折
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
西
園
寺
の
圧
力
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
平
沼
の
政
治
的
判
断
の
誤
り

と
い
う
要
因
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
第
二
に
は
、
平
沼
内
閣
運
動
の
主
と
し
て
斎
藤
内
閣
期
の
政
治
史
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
段
と
関
連
す
る
が
、
平

沼
内
閣
運
動
の
消
長
は
、
こ
れ
ま
で
森
恪
や
中
野
正
剛
の
行
動
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な

く
、
軍
部
（
特
に
陸
軍
皇
道
派
）
の
動
向
こ
そ
が
そ
の
決
定
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
平
沼
内
閣
が
そ
の
可
能
性
を
高
め
る
条

件
の
第
一
は
、
当
時
勢
力
を
誇
っ
た
軍
部
に
お
い
て
、
平
沼
と
提
携
す
る
陸
軍
皇
道
派
や
海
軍
艦
隊
派
が
主
流
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
蒔
の
内
閣
が
軍
部
の
意
向
に
追
随
し
て
い
る
限
り
は
、
軍
部
が
当
面
必
要
と
し
な
い
平
沼
内
閣
が
有
力
化
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
平
沼
内
閣
の
可
能
性
が
最
も
高
ま
る
の
は
、
第
一
の
条
件
に
加
え
て
、
軍
部
の
政
策
が
そ
の
内
閣
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ
ず
、
軍

部
が
更
に
紅
軍
的
な
政
権
を
必
要
と
し
た
時
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
前
段
の
平
沼
内
閣
運
動
の
展
開
過
程
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
一
九
三
四
年
一
～
四
月
に
平
沼
内
閣
運
動
は
最
も
高
揚
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
は
最
早
同
時
期
の
政
民
連
携
運
動
に
対
応
す
る

も
の
で
は
な
く
、
元
老
・
重
臣
勢
力
に
政
権
を
要
求
す
る
平
沼
系
と
、
そ
の
元
老
・
重
臣
が
支
持
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
方
的
な
追
随
を

し
な
く
な
っ
た
斎
藤
内
閣
に
代
わ
る
親
軍
的
内
閣
を
欲
す
る
軍
部
と
の
連
携
運
動
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
平
沼
内
閣
運
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動
は
、
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
説
よ
り
重
要
か
っ
有
力
で
あ
り
v
最
近
の
研
究
の
政
民
連
携
運
動
に
対
す
る
評
鱒
は
過
大
な
も
の
で
あ
る
と

し
た
。
陸
軍
皇
道
派
・
海
軍
艦
隊
派
・
平
沼
系
な
ど
の
諸
勢
力
は
、
反
政
党
政
治
、
対
中
国
（
満
洲
）
強
硬
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
打
破
と
い
う
、

当
初
の
政
策
目
標
を
既
に
一
定
程
度
達
成
し
て
い
た
（
五
・
一
五
事
件
以
後
の
既
成
政
党
の
権
威
の
大
幅
な
失
墜
、
満
洲
事
変
の
勃
発
と
そ
の
強
硬
な
処

理
に
よ
る
満
蒙
問
題
の
強
圧
的
な
解
決
、
國
際
連
盟
脱
退
な
ど
）
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
諸
勢
力
が
政
権
を
獲
得
し
、
更
に
そ
の
政
策
を
推
し
進
め
る
た

め
に
、
政
治
的
攻
撃
目
標
と
す
べ
き
は
主
な
対
象
は
、
政
権
握
当
の
可
能
性
を
急
速
に
低
下
さ
せ
た
既
成
政
党
に
代
わ
り
、
権
力
核
と
し
て
の

地
位
を
増
大
さ
せ
た
元
老
・
重
臣
勢
力
に
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
は
、
平
沼
験
一
郎
の
一
九
三
〇
年
代
前
半
期
、
主
に
斎
藤
内
閣
に
お
け
る
政
治
的
位
置
、
そ
の
動
向
、
政
策
志
向
性
な
ど
に
つ
い
て

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
平
沼
を
た
だ
漠
然
と
観
念
的
な
精
神
主
義
者
、
対
外
硬
派
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
平
沼
の
政
治

権
力
獲
得
へ
の
行
動
、
政
策
志
向
の
変
容
が
、
当
時
の
政
治
状
況
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
平
沼
内
閣
運
動
の
消
長
・

性
格
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

　
平
沼
は
、
一
九
三
〇
年
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
問
題
に
お
け
る
継
密
院
の
敗
北
を
契
機
と
し
て
、
軍
部
と
の
提
携
に
よ
る
政
権
の
獲
得
を
目
指
し

始
め
た
。
し
か
し
三
一
年
に
満
洲
事
変
が
勃
発
し
、
強
硬
な
対
外
路
線
で
平
沼
と
一
致
し
て
い
た
陸
軍
皇
道
派
が
権
力
を
握
り
、
ま
た
三
二
年

の
五
・
一
五
事
件
に
よ
り
政
党
内
閣
が
停
止
す
る
な
ど
、
平
沼
の
意
向
が
軍
部
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
て
い
る
問
は
、
積
極
的
な
政
権
獲
得
運
動

は
せ
ず
、
将
来
の
政
権
を
窺
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
三
二
年
ま
で
に
臼
本
の
満
洲
支
配
の
既
成
事
実
化
が
あ
る
程
度
進
行
す
る
と
、
平
沼
は
軍

部
の
抑
制
の
必
要
性
を
認
識
し
始
め
、
三
三
年
か
ら
次
の
よ
う
な
政
治
構
想
を
も
っ
て
政
権
獲
得
に
動
き
始
め
る
。
つ
ま
り
平
沼
は
、
軍
部
と

の
提
携
関
係
を
利
用
し
、
陸
海
軍
へ
の
公
平
な
利
益
分
配
者
、
調
停
老
と
し
て
、
両
者
の
暴
走
を
抑
え
て
自
分
の
意
図
す
る
外
交
国
策
を
確
立

し
、
同
時
に
軍
部
の
支
持
を
得
て
政
権
を
獲
得
し
既
成
政
党
を
打
倒
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
元
老
・
西
園
等
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
三

〇
年
代
前
半
期
に
お
い
て
は
、
平
沼
は
一
貫
し
て
元
老
・
重
臣
勢
力
の
対
抗
者
で
あ
り
、
彼
が
重
臣
化
し
て
い
く
の
は
、
そ
の
支
持
者
で
あ
る

陸
軍
皇
道
派
、
海
軍
艦
隊
派
が
完
全
に
没
落
し
、
独
自
に
政
権
を
担
当
す
る
能
力
を
喪
失
し
た
　
∵
二
六
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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従
来
の
政
治
史
に
お
け
る
平
沼
像
は
、
具
体
的
な
政
治
過
程
の
推
移
を
視
野
に
入
れ
ず
、
そ
の
政
治
基
盤
と
し
て
国
本
社
を
重
視
し
て
き
た

た
め
に
、
正
確
な
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
平
沼
に
と
っ
て
、
国
本
社
は
宣
伝
部
隊
と
し
て
の
役
割
は
期
待
で
き
て
も
、
中
央

政
治
に
お
い
て
政
権
を
獲
得
す
る
た
め
の
基
盤
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
平
沼

は
内
政
面
で
は
、
陸
軍
皇
道
派
を
中
心
と
す
る
反
元
老
・
重
臣
、
反
既
成
政
党
諸
勢
力
の
連
合
政
権
を
構
想
し
て
そ
の
指
導
者
と
し
て
立
と
う

と
し
、
外
交
面
に
お
い
て
は
、
軍
部
を
抑
制
し
つ
つ
自
ら
の
志
向
す
る
閣
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
政
治
家
と
し
て
の
平

沼
像
は
か
な
り
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
　
名
古
麗
市
昭
和
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policy－makers　tried　to　realize　their　objectives：the　stabiiity鋤d　Western

orientation　of　those　countries．

　　In　the　early　post－war　years，　as　late　as　1950，　they　tried　to　execute　this

policy　in　a　flexible　and　dynamic　form．　But　no　sooner　had　Aramco，

American　Majors’　subsidiary　in　the　Saudi　rnanner．　lt　was　chiefiy　because

the　U．　S．　policy－makers　were　naively　convinced　that　tke　large　economic

benefit　would　by　itself　realize　their　objectives．　At　the　same　time，　it　is

true　that　this　policy　was　beneficial　to　the　several　Major　companies，　but

these　consequences　weren’t　intended　but　the　policy－makers，　but　were

mainly　a　result　of　the　strong　positions　qf　those　Major　companies　which

had　secured　concessions　and　actually．　carried　out　the　U．　S．　po！icies　in

these　countries．

　　U．　S．　policy－makers　believed　that　without　giving　such　benefits　their

objectives　could　not　be　achieved．　Tkey　tried　to　persuade　the　lranian

nationalist　leaders　who　had　nationa！ized　Anglo－lranian　Oil　Company　in

1951　to　accept　the　profit　sharing　principles．　But　their　effort　cottld　not

provide　a　solution　to　the　Iranian　Oil　Controversy，　since　the　lranian

nationalists　sought　not　so　much　economi．c　benefits　from　their　oil　as　fu11

control　over　their　vatural　resources，　equivalent　to　political　independence．

Here　the　economic　security　policy　toward　the　Middle　Eastern　oii－produ－

cing　states　．experi　enced　a　first・　major　setbacl〈．　However，　on　the　other

hand，　we　skou1d　not　overlook　the　fact　that　the　U．　S．　economic　security

policy　had　a　considerable　appeal　and　was　accepted　in　many　of　those

countries．

The　Campaign　for　the　Hiranuma　Cabinet　and

the　Politics　of　the　Period　of　the　Saito　Cabinet

by

HoTTA　Shinichiro

　　Hiranuma　Kiichiro，　with　the　defeat　of　the　Privy　Councii　over　the

preblem　of　the　London　Treaty，　began　to　try　for　political　power　by

means　of　cooperation　with　the　military　authorities．　At　first，　Hiranuma，

regarding　foreign　problems，　gave　his　total　approval　for　the　hard　line　of

the　“KODO”　（￥一；Nti“g＞　group　in　the　army　and　the　“KANTAI”　（eetw）
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group　in　the　navy，　and　concerning　domestic　problems，　he　aimed　at　the

defeat　of　the　existing　politlcal　parties　and　opposed　the　power　of　the

“GENRO”（元老）and“ZYUSIN”（重随）which　was　supporting　them．

After　the　Manchurian　lncident，　the　problems　on　iManchuria　began　to　be

resolved　witk　heavy－handed　measures，　and　as　a　result　of　the　5．15　lncident

the　party　cabinet　collapsed．　From　that　time，　because　the　Saito　Cabinet

totally　accepted　the　views　of　the　“KODO”　group　in　the　army，　Hiranu－

ma’s　campaign　for　povLTer　received　a　temporary　setback．　1－lowever，　early

in　1933，　to　control　the　overdone　deeds　of　the　military　authorities　about

the　domestic　and　foreign　problems　suitably　and　establish　the　national

foreign　policy，　and　to　defeat　the　power　of　tlie　“　GENRO　”　and　“　ZYUSIiN　”

and　the　existing　political　parties　which　were　opposed　to　Hiranunia　over

the　lines　of　the　domestic　politlcs　by　means　of　the　military　authorities’

support，　his　motion　for　the　organization　of　his　cabinet　got　harder

suddenly．　When　the　“KODO　”　group　which　had　made　worse　the　relation

to　the　Saito　Cabinet　since　the　autumn　of　1933　came　to　hope　for　the

Hiranuma　Cabinat，　the　campaign　for　it　got　much　likelier　from　January

to　April　in　1934．　lt　was　the　cooperative　campaign　between　Hiranuma

group　which　demanded　the　political　power　from　“GENRO”　and

“ZYUSIN”　and　the　military　authorities　which　gave　up　on　the　Saito

Cabinet　and　hope　for　a　cabinet　in　favor　of　the　military　authorities．
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